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ニュース誌表紙写真を募集しています

日頃のフィールドワークなど，皆様が撮影された
自慢の写真をニュース誌の表紙として紹介してみま
せんか．国内外を問わず，露頭や地形（風景写
真）・鉱物・化石などなど様々なテーマの写真を受
け付けています．
表紙写真以外の記事も随時募集中です．ご応募を

お待ちしています．<journal@geosociety.jp>まで．
（広報委員会）



東京都江東区常盤２-９-７ グリーンプラザ

深川常盤201号

Tel．03-3632-5351 Fax．03-3632-5352

本映像祭は，（公財）日本科学技術振興財

団，（公社）映像文化製作者連盟，（公財）つ

くば科学万博記念財団の共催により，科学技

術週間協賛行事として開催いたします．

第55回科学技術映像祭においては，運営委

員会（委員長：石田寛人　金沢学院大学名誉

学長，他委員５名）を組織し，開催要綱を決

定し，参加作品を募集しております．

募集期間：平成25年11月５日（水）～平成26

年１月21日（火）

参加方法：科学技術映像祭公式HPより申込

http://ppd.jsf.or.jp/filmfest/

入選発表：平成26年３月下旬（予定）

お問合せ先：科学技術映像祭事務局

（（公財）日本科学技術振興財団　人財育

成部）

〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園２

番１号

TEL．03-3212-8487 FAX．03-3212-0014

E-ｍail filmfest＠jsf.or.jp

参加作品提出等に関するお問合せ：

（公社）映像文化製作者連盟

TEL．03-3662-0236 FAX．03-3662-0238

サイエンスキャンプは，先進的な研究テー

マに取り組んでいる日本各地の大学・公的研

究機関・民間企業等を会場として，第一線で

活躍する研究者・技術者から本格的な講義・

実験・実習を受けることができる，高校生の

ための科学技術体験合宿プログラムです．

開催日：2014年３月21日～３月29日の期間中

の２泊３日

対象：高等学校，中等教育学校後期課程（４

～６学年）または高等専門学校（１～３学年）

会場：大学，公的研究機関，民間企業等（12

会場）

定員：受け入れ会場ごとに８～20名（計164

名）

参加費：2000円（食費の一部に充当．自宅と

会場間の往復交通費は自己負担）

応募締切：2014年１月24日（金）必着

主催：独立行政法人 科学技術振興機構

共催：受入実施機関

高校生のための先進的科学技術
体験合宿プログラム

「スプリング・サイエンス
キャンプ2014」参加者募集

「第55回科学技術映像祭」
参加作品の募集
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海底下メタン菌の連続リアクター培養とCO2

資源化への応用　井町寛之（（独）海洋

研究開発機構）

環境影響調査のための深海調査インフラにつ

いて：自律型無人探査機（AUV）やセ

ンサーの活用　吉田　弘（（独）海洋研

究開発機構）

パネルディスカッション

議題：我が国の非在来型炭化水素鉱床開発と

持続的炭素循環システム創出にむけて

お問い合わせ先：shimok i ta -ws -2014@

jamstec.go.jp

プログラムなど詳細は下記より

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/

dgbs2014/index.html

「水道水源の新たな水質危機と対応の最新動

向」

福島の原子力発電所事故に伴う放射性物質

汚染や利根川水系におけるホルムアルデヒド

事故等，従来とは異なる水質汚染事故の発生

や河床に発生するらん藻類によるかび臭問題

など，近年水道水源の水質に関して新たな危

機の発生が見られます．これらに対してどの

ように対応していくかを考えるために，本セ

ミナーでは，新たな危機の様態，水質危機管

理のあり方，分析手法，法学的側面など多様

な観点からこの問題を取り上げ，ご講演をい

ただきます．

主催：（公社）日本水環境学会

期日：2014年２月３日（月）10：00～16：45

場所：自動車会館大会議室（東京都千代田区

九段南４-８-13）

参加費：会員7,000円，学生会員3,000円，非

会員15,000円，学生非会員4,000円

定員：先着160名

申し込み方法：FAX，E-mail，またはハガ

キに①参加者氏名（フリガナ），②会員･非会

員の別，③会員の場合は会員番号，④連絡先

（所属団体名，住所および電話・FAX番号）

をご記入の上，下記宛てお申し込み下さい，

また，参加費を１月24日までにお振り込み下

さい．入金を確認後，参加証（ハガキ）をお

送りいたします．

参加費振込先：三菱東京UFJ銀行 市ヶ谷支

店（普通）0754950

（公社）日本水環境学会セミナー口

シャ）ニホンミズカンキョウガッカイセミ

ナーグチ

申し込み・問い合わせ先：

（公社）日本水環境学会 セミナー係

E-mail：togawa@jswe.or.jp

〒135-0006

第59回日本水環境学会セミナー

共催：（独）海洋研究開発機構・日本地球掘

削科学コンソーシアム・石油技術協会・

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構

日時：2014年１月24日（金）９：30～17：30

（９：00開場）

場所：東京大学本郷キャンパス小柴ホール

事前申込：不要（参加費 無料）

基調講演

CCSとは何か？　松岡俊文（京都大学）

メタン菌とは何か：その実態と産業的利活用

への展望　鎌形洋一（（独）産業技術総

合研究所）

講　演

１）下北沖掘削（IODP Exp.337）関連

地球深部探査船「ちきゅう」が切り開く　海

洋地球生命科学のフロンティア：下北八

戸沖石炭層生命圏掘削調査　稲垣史生

（（独）海洋研究開発機構）

下北沖科学掘削における物理検層の成果　山

田泰広（京都大学）

下北沖堆積層の物理特性とスランプ群の役割

森田澄人（（独）産業技術総合研究所）

２）在来型・非在来型探鉱関連

前弧堆積盆の石油・天然ガスポテンシャル：

三陸下北沖を例として　高野　修（石油

資源開発）

国内におけるシェールオイルポテンシャルと

その開発への展望　横井　悟（石油資源

開発）

CO2-CH4ガス置換によるメタンハイドレート

産出実証試験　大槻　敏（（独）石油天

然ガス・金属鉱物資源機構）

東部南海トラフのMH含有堆積物のバイオ

マーカー分析によるMHの集積メカニズ

ムの解明　天羽美紀（（独）石油天然ガ

ス・金属鉱物資源機構）

海底下のMethane Biogeochemistry：見えて

きた新しい微生物プロセス　高野淑識

（（独）海洋研究開発機構）

３）バイオCCS関連

持続型炭素循環システムの構築　佐藤光三

（東京大学）

CO2地中貯留がもたらす油層環境のメタン生

成経路への影響　眞弓大介（（独）産業

技術総合研究所）・前田治男（国際石油

開発帝石）

地下微生物群によるCO2のCH4変換に関する

数値モデルの構築　菅井裕一（九州大学）

シンポジウム「海底下の炭化水素
資源・炭素循環と地球生命工学」

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．
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職種：第１号契約職員（産総研特別研究員）

研究内容または業務内容：断層岩を用いた岩

石力学実験

応募資格：地質調査結果および地球物理結果

に基づき，産総研の所有する中央構造線の

ボーリングコアや露頭試料を用いた岩石力学

実験の計画を立案・実行できる者であるこ

と．さらに実験結果踏まえ，地下水等総合観

測点で得られる地下水データ及び地震観測

データを含む中央構造線の地質モデルを構築

が出きる方が望ましい．

採用時に博士号取得後７年以内であること

（取得見込み可）．産総研特別研究員での雇用

歴が５年未満であること．

募集人員：１名

給与：時給制　2,200円（当所規程により決

定）

雇用期間　平成26年４月１日～平成27年３月

31日（平成31年３月31日を上限として，更新

の可能性有り）

勤務地：（つくば市）独立行政法人産業技術

総合研究所内活断層・地震研究センター

応募締切：平成26年１月６日（月）必着

選考方法：書類選考及び面接

応募先：〒305-8567 茨城県つくば市東１-

１-１つくば中央第七事業所

独立行政法人産業技術総合研究所活断層・地

震研究センター　契約職員公募担当

詳しくは，http://unit.aist.go.jp/actfault-

eq/saiyo.html

産業技術総合研究所活断層・
地震研究センター契約職員公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

応募方法：Webより募集要項・参加申込書

を入手し，必要事項を記入の上事務局宛送付

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp

/camp/

スマートフォンサイト：

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp

/camp/sp/

応募・問い合わせ先：サイエンスキャンプ本

部事務局

（公財）日本科学技術振興財団 人財育成

部内

TEL：03-3212-2454 FAX：03-3212-0014

E-mail：camp-boshu25@jsf.or.jp

１．職名：特任助教

２．募集人員：若干名

３．勤務形態：常勤（任期あり）

４．勤務場所：高知大学海洋コア総合研究セ

ンター

５．職務内容：

（1）地球掘削科学に関連する諸分野（岩石学，

堆積学，地球化学，古地磁気学，微古生物

学，岩石物性など）に関する研究

（2）教育・広報活動の支援

（3）共同利用・共同研究拠点活動の支援

６．応募資格：博士の学位を有するか，着任

までに取得見込みであること

７．採用予定日：平成26年４月１日

８．雇用期間：採用日から平成27年３月３１

日まで

（年度毎の契約更新，最長で５年以内．）

９．給与等：①本給28万円程度（本学特任職

員給与規則に基づき職務経験等により決定．）

②諸手当：通勤手当，住居手当の支給（本学

特任職員給与規則による．）③その他：賞与，

昇給，退職手当は支給なし

10．勤務時間等：本学特任職員就業規則によ

る

11．保険関係：社会保険，雇用保険，労災保

険に加入

12．応募書類：

（1）履歴書（写真添付，学歴，職歴，学位取

得年月と論文タイトル，所属学会の順に列

記すること．書式は問わない．）

（2）研究業績リスト（査読付き学術誌の原著

論文，その他の論文と報告，国際会議での

発表，国内学会発表，研究航海参加歴など

に分類して記述すること．印刷中の場合は

論文受理を証明する書類を添付すること．）

（3）主要論文３編以内の別刷りまたはコピー

（4）これまでの研究概要及び本センターにお

ける研究計画（1500字程度）

（5）本センターの教育・広報活動及び共同利

用・共同研究拠点活動の支援に対する抱負

（1000字程度）

（6）応募者に関する所見を伺える方の氏名・

連絡先（２名）

13．応募締切：平成26年１月17日（金）必着

14．選考方法：書類選考後，面接審査を行う

場合があるが，旅費は支給しない．

15．書類の提出先：〒783-8502 高知県南国

市物部乙200 高知大学海洋コア総合研究セ

ンター

16．問い合わせ先：高知大学海洋コア総合研

究センター長　徳山英一（088-864-6714，

tokuyama@kochi-u.ac.jp）

なお，高知大学海洋コア総合研究センター

については，以下のURLをご参照下さい．

http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/

index.html

高知大学海洋コア総合研究セ
ンター特任助教の募集

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は，執行理事会

までお申し込み下さい．

助成の趣旨

近年の自然科学の進歩はめざましく，各学

問分野の研究の深化はもとより分野間の相互

作用によりつぎつぎに新たな研究領域が誕生

しつつあります．このような状況のもとで自

然科学のすべての分野（注）にかかわる独創

的かつ先駆的研究を支援します．さらに既成

の概念にとらわれず，新しい発想で複数の領

域にまたがる研究に対しても大きな期待をよ

せ，助成します．

（注）具体的な分野については，HPの応募要

領を参照．

応募期間：平成26年１月７日（火）～２月４

日（火）（必着）

【申込書提出先】

公益財団法人　三菱財団事務局

〒100-0005 東京都千代田区丸の内２丁目

３番１号

Tel．03-3214-5754

Fax．03-3215-7168

応募方法の詳細は，HPをご参照下さい．

http://www.mitsubishi-zaidan.jp

第45回（平成26年度）
三菱財団自然科学研究助成



迷うことも多いが，敢えて一般の方が何を目

当てにそのジオサイトに行くかということも

考慮しつつ，１ジオサイト１主要テーマとい

うことで，カウントしてみた．その結果，隠

岐（計23サイト）では，火山（火山岩や火山

噴出物も含む）13，地形７，岩石鉱物２，地

層１；出雲（計38サイト）では，地形18，火

山９，鉱山４，岩石鉱物３，地層２，化石

２；石見（計39サイト）では，地形13，鉱山

８，地層７，火山５，岩石鉱物４，温泉２

となった．

地形や火山のジオサイトが多いものの，そ

れぞれの地域の特徴も表れているようであ

る．例えば石見地域では他地域に比べて鉱山

（石材採掘跡も含む）が多いが，世界文化遺

産に登録されている石見銀山をはじめ，産業

遺産としても重要な地域が含まれている．将

来，たとえば「いづも」地域がジオパークと

なる場合に，ジオサイトをつなぐジオツアー

をテーマごとに組む必要が予想されることか

ら，ジオサイトのテーマを何らかの形で意識

していただくとよかったと思う．

本書は分かりやすく説明されているもの

の，読みこなすにはある程度の地学の知識・

教養が必要であり，たとえば様々な種類の岩

石名が説明なしに出てくることも多い．した

がって，専門用語については別のページを設

けて一般向けの解説があると，さらに使いや

すいものとなったと思われる．

本書は訪問者の利便性も充分に配慮した労

作であり，島根県におけるジオの多様性を再

認識させられた．いつか，本書を片手に日本

海の拡大前後に思いを巡らせながら，島根の

ジオサイトをゆっくり訪れてみたいものであ

る．大学の地学関連教室の学生，理科教員，

ジオパークのジオガイドはもとより，広く地

学愛好家に推薦する． （高木秀雄）

国内で６地域目となる世界ジオパークに，隠

岐が認定された．国内でジオパーク推進活動

が始まった初期のころから，島根大学地球資

源環境学教室のメンバーが中心となって，島

根県内のジオパーク推進の活動が展開され，

その成果がまず隠岐で実を結び，2009年に日

本ジオパークネットワーク（JGN）に加盟し

てから４年経過した．今年に入り，JGN準会

員として「いづも」地域も名乗りを挙げ，隠

岐ジオパークでは第４回JGN全国大会が開催

された．

このような島根県における盛り上がりのな

か，本書は一般からも公募して決定された

「島根地質百選」の解説書として今年７月に

出版され，webサイトでもそれが公開されて

いる．本書では各ジオサイトについてA５見

開き2ページでカラー写真数枚と解説（ジオ

サイトの特徴やみどころ，地質学的な意義），

さらに地図付きでアクセス方法，関連情報，

記念物指定などの情報が盛り込まれている．

また，付録として，関連博物館等見学施設が

紹介されている．

本書は４章から構成され，第１章で島根の

地質概説として，島根の地史を分かりやすく

解説している．第２～４章は100選の解説で

あり，島根県を３つの地域に区分して，各地

域のジオサイトについて説明されている．す

なわち，第２章　隠岐地域，第３章　出雲地

域，第４章　石見地域　である．ジオサイト

の配列は大まかには東から西への順序となっ

ているが，各ジオサイトの主要テーマが何か，

については特に触れられていない．

そこで，筆者は本書のジオにかかわるテー

マを7つに区分して，各ジオサイトのテーマ

がどれに当てはまるかについて決めてみた．

ただし，たとえば「地形」は地質を反映する

ので，「火山」と「地形」のどちらを選ぶか

日本地質学会News 16（12）4

紹　介

島根の大地みどころガイド：
島根地質百選

島根地質百選編集委員会　編

中国地質調査業協会島根県支
部・島根大学総合理工学研究
科地球資源環境学教室　監修

今井出版　2013年７月３日発行　A５

判／240ページ　ISBN：978-4-906794-29-4

定価2,400円＋税

今年９月９日に，朗報のメールが届いた．

定価400円（会員頒価300円）



日本地質学会News 16（12） 5

が講演した．

そして最後の第４セッションは「東北沖地

震と津波」と題し，東北大学の後藤和久氏

（津波堆積物の確認限界），菅原大助氏（仙台

平野の津波シミュレーション，津波堆積物の

厚さは津波高の２%），ニューサウスウェー

ルズ大学のJames Goff氏（津波堆積物），静

岡大学の安藤雅孝氏（東北沖地震津波とその

人的被害，浸水地域の平均死亡率５%，夜間

だったら10万人死亡？），オーストラリア国

立大学のPhil Cummins氏（東北沖地震を

ジャワ，トンガに適用する），米国Brigham

Young大学のRonald Harris氏（インドネシ

ア東部での大津波の可能性），そして米国マ

イアミ大学のYildirim Dilek氏（Geopolitics:

自然災害が世界史を変えた…地中海での火山

噴火による青銅器時代の終焉，アラビアの乾

燥化によるイスラムの勃興と拡張，アイスラ

ンドの火山噴火によるフランス革命など）が

講演した．最後に産総研地質調査総合セン

ター元所長の加藤碵一氏が閉会のあいさつを

行った．その後，１時間半をかけて，総合討

論が持たれた．発表された研究のまとめと，

強調すべき事柄の整理が各自から簡単に発表

され，今後の研究の焦点や方向性などが議論

された．会議後，Sendai Agreementが宣言

されるとのことである．ポスター発表にも興

味深いものが多数あったが，紙数の関係で割

愛する．

今回の講演で私が特に印象に残ったのは，

カナダのBobrowsky氏が紹介した20世紀の

米国の「災害」による死者数を示した円グラ

フである（図１）．データの根拠ははっきり

しないが，伝染病，飢餓，戦争，気象災害，

地震，火山噴火による死者数を比べると，戦

争による死者が２/３を占め，残りの大部分

は伝染病と飢餓による死者で，自然災害によ

る死者は全部合わせても５％に満たないが，

2013年10月19－20日，仙台市情報・産業プラ

ザ（仙台駅西口前アエル６階）

主催：G-EVERコンソーシアム，産総研地質

調査総合センター，国際地質科学連合

（IUGS），日本学術会議（SCJ）

共催：日本地質学会，C o o r d i n a t i n g

Committee for Geoscience Programmes

in East and Southeast Asia（CCOP，東・

東南アジア地球科学計画調整会議）

後援：東北大学，京都大学防災研究所，防災

科学技術研究所，フィリピン火山・地震研

究所，日本地震学会，日本火山学会，日本

第四紀学会，日本活断層学会，応用地質学

会，東京地学協会

この国際シンポジウムは2012年２月22－24

日につくば市で開催された第１回G-EVER

ワークショップ及び2013年３月11日に同市で

開催されたG-EVER国際シンポジウムに次ぐ

もので，今回は2011年の東日本大震災の被災

地の中心にある仙台市で2013年10月19－20日

に開催された．２日間で口頭34件（あいさつ

を含む）とポスター26件の発表があり，翌21

日には津波被災地域への巡検が行われた．G-

EVERというのはGlobal Earthquake and

Volcanic Eruption Risk Management（国際

地震・火山噴火危機管理）の略である．また，

21日からは仙台市国際センターでCCOP

（東・東南アジア地球科学計画調整会議）が

開催された．G-EVERは学術的，CCOPは実

務的・政策的という印象だった．

冒頭，産総研地質調査総合センター所長で

G-EVERコソーシアム会長の佃　栄吉氏，

IUGSのRoland Oberhänsli会長（ドイツ），

日本学術会議のIUGS日本支部代表松本　良

氏，CCOP事務局長のAdichat Surinkum氏

の開会あいさつがあった．第１セッションは

「自然災害への科学的挑戦と減災」と題して，

IUGS事務局長のIan Labmert氏（オースト

ラリア）（地震・津波災害の減災に向けて），

日本地質学会会長の石渡　明（東北大学）

（東日本大震災の体験：地震・津波・原発事

故），水災害・リスクマネジメント国際セン

ター（ICHARM）・土木研究所（PWRI）の

竹内邦良氏（2000年のMillenium Development

Goalから2015年以後のSustainable Development

Goalへ），アラスカ大学・G-EVER副会長の

John Eichelberger氏（遠隔地の火山噴火と

航空機の安全），シンガポールのChr i s

Newhall氏（VEI≧７噴火予測への科学的・

社会的挑戦），産総研の宝田晋治氏（次世代

火山災害評価システムとアジア太平洋地域災

害予測地図）が講演した．

午後の第２セッションは「火山噴火，地す

べり，地震災害」と題して，地震研の中田節

也氏（霧島新燃岳2011年噴火），カナダ

Simon Fraser大学のPeter Bobrowsky氏（オ

レゴンやアラスカの沈み込み帯地震に伴う地

すべり），山口大学の川村喜一郎氏（海底地

すべりとその災害），京都大学防災研の千木

良雅弘氏（地震・降雨によって引き起こされ

る地すべり），台湾の中国科学院のLin ,

Chen-Hong氏（地震観測網による地すべりの

検知），中国国家地震局の温瑞智氏（2013年

４月20日の四川省廬山地震），産総研の石川

有三氏（ISC-GEM地震カタログ），ベトナム

科学技術アカデミーのNguyen Hong Phuong

氏（フィリピン西方で発生する南シナ海の地

震津波）が講演した．中国地質科学院（北京）

のDong, Shuwen氏（四川省西部の2013年地

震の地震テクトニクス）は欠席だった．この日

の夕刻に仙台駅前の居酒屋で懇親会があった．

２日目の第３セッションは「災害評価，

2011東北沖地震と沈み込みテクトニクス」と

題してPilar Villamor氏（GEM全地球活断層

データベース），防災科学技術研究所のKen

Xiansheng Hao氏（東アジア地域の地震災害

評価図）（以上２件は前日に講演），東北大学

の松沢　暢氏（東北沖地震前後の地震活動），

北海道大学地震火山研究観測センター所長の

谷岡勇市郎氏（津波発生機構と迅速な津波予

測，東北沖地震津波高の85%は断層運動，

15%は地すべりによる），テキサス大学の

Mark Cloos氏（沈み込み帯のタイプと東北

沖地震），京都大学防災研の西村卓也氏（東

北沖地震を含む過去100年間の東北地方の地

殻変動），東京大学の池田安隆氏（中新世以

後の東北日本のテクトニクスと東北沖地震）

学協会・研究会報告

第2回G-EVER国際シンポジウム・
第1回IUGS・日本学術会議国際ワークショップ参加報告

The 2nd G-EVER International Symposium and the 1st IUGS & SCJ
International Workshop on Natural Hazards and Risk Management in
Asia-Pacific Region: Earthquake, Tsunami, Volcanic Eruption and
Landslide in Subduction Zones 

石渡　明（東北大学東北アジア研究センター）

図１．G-EVER会議のBobrowsky氏の講演

で示された20世紀の「災害」による米国の死

者数（John Pike氏作成．http://www.

astrobio.net/debate/378/much-ado-about-

nothing）．世界全体の災害や戦争による死者

数の統計は，例えば次のウェブサイトを参照．

http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/4367.html

http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/5228.html
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学協会・研究会報告

衛も含む）」が入っていないが，これを加え

るとグラフの様相が一変するようにも思う．

戦争が災害なら犯罪も災害だろう．21世紀に

入ってからの地震と津波による世界の死者は

既に60万人を超えており，特に2004年スマト

ラ沖地震によるインド洋大津波と2010年ハイ

チ地震による死者がその２/３を占める．つ

まり，地震などの「プレート災害」による死

者数は，21世紀が始まってからまだ13年しか

経過していないのに，20世紀全体の死者数の

半分近くに達している．20世紀と同様に21世

紀も世界規模の大戦争が勃発し，一方で地球

温暖化の影響により気象災害が著しく増加す

ると考えると，21世紀の世界の「災害」によ

る死者数の割合は図１の円グラフに類似した

比率になる可能性がある．人類全体の福祉の

その中では気象災害による死者が多いとされ

ている．しかし，20世紀の世界全体の統計を

見ると，地震・地すべり・津波・火山噴火に

よる死者は130万人以上に達し，気象災害に

よる死者（約95万人）はこれより少ない．

従って上の米国の統計は，地震が少なくハリ

ケーン・竜巻などの気象災害が多いこの国の

事情を反映していると考えられる．また，二

度の世界大戦があった20世紀の戦争による世

界の死者は約１億人に達するという統計があ

り，そうだとすると自然災害による死者は災

害全体の２%弱になるはずである．これが図

１で約５%になっているのは，米国が戦勝国

で自国が戦場にならなかったため，戦争の死

者が相対的に少なかったことが理由と思われ

る．また，この図には「犯罪（殺人，正当防

ためには，戦争・飢餓・伝染病を防ぐことの

方が重要であり，それには文系・理系の学問

の総力を結集して当たらなくてはならない

が，我々の分野の守備範囲としては，少しで

も「プレート災害」による死者数を減らすこ

とにつながる研究を展開していく必要があ

る．その意味で，今回の第２回G-EVER国際

シンポジウム・第１回IUGS・日本学術会議

国際ワークショップ（図２）は，東日本大震

災の教訓を組み込んだ最新の研究成果が多数

発表され，非常に有意義なものだったと思う．

今回の会議で発表された研究は，IUGS発行

の国際誌Episodesと，もう一つの国際誌に特

集号として発表されるという．

拙稿を校閲して貴重な改善意見を寄せられ

た小川勇二郎先生と宝田晋治氏に感謝する．

図２　第２回G-EVER国際シンポジウム・第１回IUGS・日本学術会議国際ワークショップの参加者

○日本古生物学会第163回例会
１月24日（金）～26日（日）（予定）

場所：兵庫県立人と自然の博物館

http://www.palaeo-soc-japan.jp/

○第59回日本水環境学会セミナー
「水道水源の新たな水質危機と対応の最新動向」

２月３日（月）10:00～16:45

場所：自動車会館大会議室（東京都千代田区

九段南４-８-13）

http://www.jswe.or.jp/index.html

★西日本支部　平成25年度総会・第
165回例会
2月22日（土）

場所：佐賀大学，本庄キャンパス，大学会館

講演申込締切：２月５日（水）17:00

問い合わせ：幹事　川村喜一郎

<kiichiro@yamaguchi-u.ac.jp>

月　March
○恐竜国際シンポジウム
３月21日（金・祝）～23日（日）

場所：福井県立大学・福井県立恐竜博物館

http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/ADA/

月　April
○日本地球惑星科学連合2014年大会
４月28日（月）～５月２日（金）

場所：パシフィコ横浜会議センター（横浜市

4

3

2013.12～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2013年
月　December

○地質学史懇話会
12月23日（月・祝）13:30～

場所：北とぴあ803号室（東京都北区王子）

・長田敏明「戦前の満州の科学博物館の活動

について（仮）」

・小野田滋「地質工学の開拓者・渡辺貫とそ

の周辺（仮）」

2014年
月　January

○シンポジウム「海底下の炭化水素
資源・炭素循環と地球生命工学」
１月24日（金）９:30～17:30（９:00開場）

場所：東京大学本号キャンパス小柴ホール

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/dgbs2

014/index.html

1

12

西区みなとみらい）

予稿集原稿投稿募集：１月８日（水）～２月

12日（水）

http://www.jpgu.org/

月　May
○第６回国際レルゾライト会議
５月４日（日）～14日（木）

開催場所：Marrakech, Morocco

http://www.gm.univ-montp2.fr/Lherzolite/

★一般社団法人日本地質学会第６回
（2014年度）総会
５月24日（土）

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

月　September
○IGCP608「白亜紀のアジア－西太
平洋地域の生態系システムと環境変
動」第２回国際シンポジウム
日本地質学会　共催

９月６日（土）～８日（月）（シンポジウム）

９月８日（月）～11日（木）（予定）（巡検）

場所：早稲田大学大隈講堂小講堂

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

★日本地質学会第121年学術大会
９月13日（土）～15日（月・祝）

場所：鹿児島大学

9

5

C A L E NDAR
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標記の地質調査研修が，11月18日（月）～11月22日（金）の
４泊５日，房総半島の山中を中心に行われた．どこの会社でも
参加できるような若手技術者を主な対象とした地質調査研修を
毎年やってほしいという地質関連会社からの要請を受けて2007
年に始まった本研修は，毎年実施して今年で７年目になるが，
春・秋と年２回実施するのは今年が初めてである．今回は当初
申込み状況が芳しくなかったが，締切日近くになって定員の６
名に達し，実施の運びとなった．参加申し込みは，都内の石油
天然ガス開発会社２社から４名，千葉県の水溶性天然ガス会社
から１名，都内の鉱床・地熱等資源会社から１名であった．分
野別には，地質出身が４名，物理探査出身が１名，地球化学出
身が１名であった．また，第四紀学や堆積学分野で活躍する千
葉県立中央博物館学芸員の岡崎浩子氏には，これらの分野の方
への広報を兼ねて，オブザーバーとして都合で前半の２泊３日
間のみ参加していただいた．講師は，産総研地圏資源環境研究
部門客員研究員の徳橋秀一と産総研地質情報研究部門主任研究
員の納谷友規である．

今回は11月後半というこれまでで一番遅い時期での実施とな
り，寒さや昼時間の短さが懸念されたが，冷たい風が強かった
中日水曜日の曇りを除くと，他の日は小春日和の比較的暖かい
晴天に恵まれ，併せて，紅葉も楽しむことができた．また，朝
晩が冷えるせいか，山ヒルには一度も出会わないなど，好条件
がそろった研修となった．ただ，これまでよりも日が暮れるの
が早いのだけは避けられなかったので，宿での朝食の時間をい
つもより30分早めて６時半からとし，毎朝宿を出る時間を早め
るように努めた．このように天候に恵まれた結果，ほぼ予定通
りのスケジュールで実施することができた．

初日は，予定通り午前11時に内房線のJR君津駅に集合，昼食
を早めに済ませた後，駅近くのホームセンターで必要な人はス
パイク付長靴を購入，その後，初日の研修地に向かって移動，
途中宿で着替えをしながら目的地には午後１時半に到着した．
初日の研修地域は，小糸川上流の清和県民の森のなかの渕が沢
林道沿いである．この林道は，ほぼ東西に伸びる清澄向斜の南
翼に位置し，清澄層下部のタービダイト砂岩優勢互層の中を蛇
行しながらも走向方向にほぼ平行しながら伸びていることか
ら，いくつかの凝灰岩鍵層を何度も観察することが可能である．
研修参加者は，林道沿いに露出するこれらの凝灰岩鍵層の特徴
を確認するとともに，クリノメーターを使った地層の走向・傾
斜の測定法と，やはりクリノメーターを使ったルート図の描き

方を練習，その後，早速ある区間のルートマップの作成に挑戦
してもらった（写真１）．ルートマップの作成にあたっては，
クリノメーターと歩測（複歩）でルート図を描きながら，同時
にそこに露頭の分布状況，岩相，走向・傾斜，凝灰岩鍵層の位
置などの情報を描くことになるので，最初大変であるが，毎年
この方法で実施している．現地では４時45分ころまで作業を
行った．墨入れや着色といった清書作業は，夜宿でひとつの
テーブルを囲みながら行い，作業が一通り終わったところで，
各自作成のルートマップを比較し検討を行った．

２日目～４日目までの３日間は，主に清澄背斜北翼に位置し，
地層がほぼ100％連続して露出する小櫃川支流猪の川（黒滝沢）
上流（東京大学千葉演習林内）において研修を行った．２日目
は，初日の研修対象との関係から，まず上流側の清澄層および
天津層上部分布域の沢沿いを上流（南方）に向かって歩きなが
ら，岩相，主な凝灰岩鍵層の特徴を観察，確認した．特に，初
日に清澄層下部のタービダイト砂岩優勢互層中に上下に離れな
がら挟まれていたKy９からKy５の凝灰岩鍵層が，ここでは上
下に密集して産出し，その間にあったタービダイト砂岩などは
全く挟まれていないことが確認され，清澄層初期のタービダイ
ト砂岩は向斜部にしか存在しないこと，その結果，向斜部から
背斜軸部へ向けての地層の顕著な収れん現象が起きていること
を説明した．その後さらに南下して天津層上部の中を歩いたの
ち，今度は反転し下流（北方）に向かってルートマップを作成
しながらその日の出発点まで歩いた（写真２）．この日作成し
たルートマップも夜清書し，互いに比較しながら検討した．

３日目は，黒滝不整合直上の地層（上総層群黒滝層）の上下
方向での変化を観察するとともに，その直下に広がる安野層の
分布域の沢沿いを歩きながら，安野層の岩相や凝灰岩鍵層の特
徴を観察した．安野層の場合，多数の凝灰岩鍵層が設定されて
いることから，そのなかでも特に目立つものには河床に落ちて
いる大きめの泥岩礫に鍵層の名前をチョークでつけて鍵層の横
において識別できるようにした（写真３）．安野層分布域の猪
の川は，走向方向（ほぼ東西方向）に大きく蛇行しながら流れ
る上に，その流域に多くの南北性の断層が存在することから

（写真４），多くの鍵層が断層でずれながらも，走向方向によく
連続することを歩きながら確認した．また，幅数mの破砕ゾー
ンを伴うような断層の場合には，その両側でのずれが大きいこ
とも鍵層との関係でおおまかに確認することができた．４日目
は，３日目に安野層分布域を歩きながら確認したことをルート

2013年度秋季地質調査研修の実施報告

写真１：清和県民の森渕が沢林道沿いでのルートマップづくりの様

子（地層は，清澄層タービダイト砂岩優勢互層）（初日）．

写真２：猪の川の清澄層（タービダイト砂岩優勢互層）分布域での

ルートマップ作成の様子（２日目）．
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マップに表現するのが目的で，黒滝不整合発祥の地である黒滝
から始めたが，夜にはそれを清書し，互いに比較した（写真5）．
また，猪の川での作業が終わったのち，３日目には清澄背斜西
側延長部での南翼，北翼における清澄層と天津層の境界部の特
徴を林道沿いで観察し，４日目には，清澄背斜北翼の三石山林
道において，清澄層の代表的な凝灰岩鍵層であるKy21タフ

（Hkタフ）やKy26タフを三石山林道沿いで観察するとともに，
ご神体が黒滝不整合直上の礫層（黒滝層）である三石山頂上近
くの三石寺にも参拝した．

最終日の５日目は，まず，清澄山系に分布する安房層群天津
層，清澄層，安野層を堆積した清澄海盆の外縁隆起帯を形成し
ていたと思われる嶺岡構造帯の代表的な岩石（蛇紋岩，層状石
灰質チャート，枕状溶岩）を嶺岡山地周辺で観察した．その後，
海岸沿いを北上して勝浦海中公園に行き，まずそこの海蝕崖で，
猪の川沿いや三石山林道沿いで観察した清澄層中部のKy21タ
フ（Hkタフ）を再度観察し，20km前後離れていてもよく連続
することや，房総半島中央部では，その下位の地層がタービダ
イト砂岩優勢互層であったのがこの辺りでは泥岩優勢互層に変
化していること（同時異相現象）を確認するとともに，大小の
共役断層群を観察した．その後，東隣の吉尾漁港の東方に突き
出した海蝕崖に沿って，清澄層上部のKy26タフを横目にみな
がら歩き，先端のボラの鼻を目指した．しかし，潮の最も引く
時間帯に合わせてはいたが，この時期は夜に比べて昼の潮の引
きが十分でなかったため，途中の深みを越せずもう少しのとこ
ろで引き返した．先端部まで行けるとボラの鼻の黒滝不整合と

して有名な不整合が観察できたが，やむをえず，防波堤から遠
望するにとどめた．いずれにせよ，ここでは前日三石山林道沿
いで観察した清澄層上部のKy26タフの直上まで黒滝不整合が
下位層を侵食しており，房総半島中央部の猪の川沿いでルート
マップをつくりながら観察した安野層全体が侵食していること
を確認し，不整合の下では侵食が起きるという不整合の基本的
現象，定義を黒滝不整合を通して体験した．このあと，清澄層
上部のタービダイト砂岩の堆積構造や泥岩中にみられるタービ
ダイト泥岩と半遠洋性泥岩の２種類の泥岩の特徴の違いや
Ky26タフにみられる水抜け構造などを観察した．

これで予定していた研修はすべて終わったので，恒例の研修
修了証書の授与式を勝浦海中公園で行い，終了後記念写真を
撮った（写真６）．この後，車は北上し，途中上総層群分布域
の河床でみられる天然ガスの自然湧出現象を見学した後に近く
のコンビニで着替え，４時頃に外房線JR茂原駅で解散した．

なお研修期間中は，参加者はルートマップの作成などの作業
に追われることから，研修中の主な観察対象や研修作業の様子
を写真にとり，それを基に簡単な説明も加えたパワーポイント
ファイルを作成し，研修後できるだけ早い時期に参加者に渡し
て記録と復習そしてまとめや報告等に活用してもらっていた
が，今年も次の週の後半に届けることができた．

最後に，本研修実施にあたり東京大学千葉演習林のご協力を
得ました．また，日本地質学会の担当理事の中澤　努氏と学会
事務局にいろいろとお世話になりました．最後にお礼を申し上
げます．なお，学会HP上の実施報告では，より多くの写真を
掲載しています． （講師　徳橋秀一・納谷友規）

写真３：安野層の凝灰岩鍵層An28（出べその次郎）と名前を示す

表札（３日目）．

写真４：南北性の高角断層の測定練習（３日目）．

写真５：猪の川沿い安野層分布域のルートマップの比較（４日目）．

１マス５mmは20複歩．岩相，凝灰岩鍵層，走向・傾斜の他に，南

北性の断層も多数描かれている．

写真６：研修参加の修了証書をもらった後の記念撮影（勝浦海中公

園：５日目）．研修参加者は，この他に技術者継続教育単位CPDを

40単位取得する．
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［Research Articles］
１．Geochemistry of eclogite- and blueschist-facies rocks
from the Bantimala Complex, South Sulawesi, Indonesia:
Protolith origin and tectonic setting

Adi Maulana, Andrew G. Christy, David J. Ellis, Akira Imai
and Koichiro Watanabe

インドネシア，南スラウェシ，バンティマラ複合岩体のエクロ
ジャイト相および青色片岩相変成岩類の地球化学的研究：源岩
の起源およびテクトニックセッティング
Adi Maulana・Andrew G. Christy・David J. Ellis・今井
亮・渡辺公一郎

インドネシア，バンティマラ複合岩体のエクロジャイト相お
よび青色片岩相変成岩類の全岩の主成分元素および微量元素組
成を初めて報告した．微量元素組成は，エクロジャイトの源岩
がE-MORB，N-MORBおよび斑糲岩質集積岩であったことを示
唆する．青色片岩の源岩はより多様であり，N-MORB，大洋島
玄武岩（OIB），島弧玄武岩（IAB）を含む．MORBに由来す
る試料は１試料を除いてエクロジャイト相の環境に到達した
が，より厚い地殻(OIB, IAB)に由来すると推定される試料は，
沈み込んだ深度が浅かった(青色片岩相)ことが特筆される．本
研究により，後期ジュラ紀のスンダランドの東南縁辺部の下に
沈み込んだ海洋底の多様性が明らかにされた．

Key Words : Bantimala, blueschist, eclogite, geochemistry,
Indonesia, Sulawesi.

２．Geodynamic evolution of a forearc rift in the
southernmost Mariana Arc

Julia M. Ribeiro, Robert J. Stern, Fernando Martinez, Osamu
Ishizuka, Susan G. Merle, Katherine Kelley, Elizabeth Y.
Anthony, Minghua Ren, Yasuhiko Ohara, Mark Reagan,
Guillaume Girard and Sherman Bloomer

マリアナ弧南端部前弧リフトの地質構造発達史
Julia M. Ribeiro・Robert J. Stern・Fernando Martinez・石塚
治・Susan G. Merle・Katherine Kelley・Elizabeth Y.
Anthony・Minghua Ren・小原泰彦・Mark Reagan・
Guillaume Girard・Sherman Bloomer

マリアナ弧南端部は，新第三紀後半にはマリアナトラフの拡
大により伸張場におかれ，3.7-2.7 Maには玄武岩マグマが活動
した．現在この地域，すなわち南東マリアナ前弧リフト

（SEMFR）は，浅いスラブ上の水和した前弧リソスフェアにの

る伸張場である．前弧域では通常マグマは生産されにくいと考
えられるが，SEMFRでは海底拡大に伴い，島弧や背弧海盆に
みられるマグマに類似する化学的特徴を持つマグマが，広く活
動したことが明らかになった．このマグマは，スラブ由来の流
体が付加された枯渇したマントルの減圧融解により，高い部分
溶融度で深さ23±6.6 km，1239±40 ℃程度で生産されたと見
積もられる．現在SFMERでは非マグマ的な構造運動が継続し
ている．

Key Words : forearc rift, Mariana arc, seafloor spreading,
subduction zone.

３．Detrital anisotropic grandite garnet as an indicator of
denudation level of Permian volcanic arc in the provenance
of the South Kitakami Belt, Northeast Japan

Makoto Takeuchi

東北日本，南部北上帯の後背地のペルム紀火山弧の削剥レベル
指標としての光学的異方性を示す砕屑性グランダイト
竹内　誠

南部北上帯の中部ペルム系～上部三畳系中の砕屑性ザクロ石
はほとんどがグランダイトからなり，そのうち光学的異方性を
示すものの割合は，ペルム紀～中期三畳紀において増加し，後
期三畳紀にかけて減少する．これらのグランダイトはスカルン
起源のものと推定される．スカルンの発達では，初期のマグマ
の貫入による接触変成作用で岩体の周囲広範囲で光学的等方性
のグランダイトが形成され，中期の岩体冷却時や後期の熱水期
で貫入岩体の近傍で割れ目などに沿って光学的異方性を示すグ
ランダイトが形成される．光学的異方性を示す砕屑性グランダ
イトの増減は，このようなスカルンを伴う火山弧の累進的削剥
を示している．光学的異方性を示すグランダイトの割合から火
山弧の削剥量を見積もる方法は，東アジアのペルム紀古地理や
地殻変動を明らかにする上で役立つものである．

Key Words : grandite, oscillatory zoning, Permian, sandstone,
sector twinning, skarn, Triassic, uplift, volcanic arc.

４．U-Pb zircon age from the radiolarian-bearing
Hitoegane Formation in the Hida Gaien Belt, Japan

Manchuk Nuramkhaan, Toshiyuki Kurihara, Kazuhiro Tsukada,
Yoshikazu Kochi, Hokuto Obara, Tatsuya Fujimoto, Yuji Orihashi
and Koshi Yamamoto

飛騨外縁帯一重ヶ根層の含放散虫珪長質凝灰岩から得られたU-
Pbジルコン年代について
Manchuk Nuramkhaan・栗原敏之・束田和弘・高地吉一・小
原北士・藤本辰弥・折橋裕二・山本鋼志

シルル－デボン紀の放散虫年代については，まだ未確定の部
分が多い．その点において，放散虫化石を含む珪長質凝灰岩中
のジルコン同位体年代は，放散虫化石年代決定の上で，きわめ
て有効なツールとなる．著者らは，飛騨外縁帯一重ヶ根層の

Pseudospongoprunum tauversiとFutobari solidus-Zadrappolus
tenuis群集の境界に挟まれる珪長質凝灰岩層のジルコンについ
て，LA-ICP-MSを用いて年代測定を行った．その結果，
426.6±3.7 Maの年代値が得られ，両群集の境界はLudlowian～
Pridolianであることが明らかとなった．F. solidus-Z. tenuis群
集の年代の上限については，408.9±7.6 MaのジルコンSHRIMP

Vol.22, Issue 4

Island Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 22 Issue４が2013年12月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://onlinelibrary.wiley.com/journal

/10.1111/（ISSN）1440-1738）で無料閲覧できますの

で，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）



年代が過去に黒瀬川帯より報告されているため，同群集のレン
ジはLudlowianもしくはPridolian～Pragianである．

本結果は，一重ヶ根層の放散虫化石年代だけではなく，福
地－一重ヶ根地域全体のオルドビス～ペルム紀の層序・古環境
変遷復元にも大きく貢献する．オルドビス－シルル紀に活発で
あった苦鉄質～珪長質火山活動は，前期デボン紀に次第に
tropical lagoonに変化した．そして静穏なラグーン環境は，中
期ペルム紀に再び苦鉄質火山活動の場に変化した．

Key Words : radiolarian biostratigraphy, Silurian, U-Pb LA-
ICP-MS age.

５．New SHRIMP U-Pb zircon ages of granitic rocks in the
Hida Belt, Japan: Implications for tectonic correlation
with Jiamushi massif

Xilin Zhao, Jianren Mao, Haimin Ye, Kai Liu and Yutaka
Takahashi

飛騨花崗岩類の新たなSHRIMPジルコンU-Pb年代：飛騨帯と
Jiamushi地塊との地質構造的関連
Xilin Zhao・Jianren Mao・Haimin Ye・Kai Liu・高橋　浩

飛騨帯の花崗岩類は古期及び新期花崗岩類に区分されてお
り，立山地域の試料についてSHRIMPを用いてジルコンU-Pb
年代を測定した．古期花崗岩（片麻状花崗岩）２試料は245±2
及び248±５ Maを示し，新期花崗岩は197±３ Maを示した．
また，珪長質片麻岩は330±６ Ma，243±８ Ma及び220 Maを
示し，それらはそれぞれ，飛騨古期変成作用，古期花崗岩の貫
入及びマイロナイト化作用の時期を示す．これらの年代，構成
岩石，Sr-Nd同位体の性格から，飛騨帯は中央アジア造山帯東
縁に位置するJiamushi地塊から分離したものと考えられる．

Key Words : Central Asian Orogenic Belt, Hida Belt, Jiamushi
massif, SHRIMP U-Pb zircon dating.

６．Chronological and paleoceanographic constraints of
Miocene to Pliocene‘mud sea’in the Ryukyu Islands
(southwestern Japan) based on calcareous nannofossil
assemblages

Ryo Imai, Tokiyuki Sato and Yasufumi Iryu

石灰質ナンノ化石群集に基づく中新世～鮮新世の琉球列島‘泥
海（島尻層群）’の年代層序学的・古海洋学的復元
今井　遼・佐藤時幸・井龍康文

琉球列島沖縄本島には，中新統～更新統の島尻層群，更新統
の知念層および琉球層群が分布する．島尻層群は主に泥岩と砂
岩からなり，琉球層群は礁成石灰岩からなる．また知念層は，
島尻層群と琉球層群との中間的な岩相を示す．この「泥海（島
尻層群）」から「サンゴ海（琉球層群）」への岩相変化は，琉球
列島の背弧海盆すなわち沖縄トラフの形成により，黒潮が背弧
側へ流入したことに関連していると考えられている．我々は，
沖縄本島南部で掘削された「南城R１（堀止深度2119.49 m）」
の試料を用いて，島尻層群（豊見城層・与那原層）の石灰質ナ
ンノ化石生層序の確立と石灰質ナンノ化石群集解析と岩相層序
に基づいた後期中新世から後期鮮新世の古海洋環境復元を目的
に研究を行った．その結果，４つの化石基準面が認定され，豊
見城層は上部中新統（NN11～NN12；CN９a～CN10a-CN10b）
に，与那原層は上部中新統から上部鮮新統（NN12～NN16；
CN10a-CN10b～CN12）に対比されることが判明した．豊見城
層および与那原層下部堆積時（>8.3～5.3 Ma）は，低いコッコ

リス生産量とSphenolithus abiesの多産から，貧栄養環境であっ
たと推定される．与那原層中部堆積時（5.3～3.5 Ma）は，コッ
コリス生産量の増加およびsmall Reticulofenestra spp. の多産か
ら，富栄養環境への変化が想定される．与那原層上部堆積時

（3.5～>2.9 Ma）は石灰質ナンノ化石の産出頻度が低いことよ
り，再び貧栄養環境へ戻ったと考えられる．島尻層群の堆積相
および底生有孔虫に関する先行研究の結果を併せて考察する
と，以上の海洋環境の変化は堆積盆地の浅海化に起因すると結
論される．

Key Words : biostratigraphy, calcareous nannofossil, Miocene,
paleoceanography, Pliocene, Ryukyu Islands, Shimajiri Group.

［Review Article］
７．Origins of Birimian (ca 2.2 Ga) mafic magmatism and
the Paleoproterozoic‘greenstone belt’metallogeny: a
review

Frank K. Nyame

約22億年前のBirimian苦鉄質火成活動の起源と古原生代の緑色
岩帯の金属鉱床生成

古原生代の苦鉄質火成活動の記録が保存されている西アフリ
カ盾状地のBirimianは，従来，玄武岩質～安山岩質の岩石が占
めていると多くの研究者によって記述されてきた．しかしなが
ら，この火成岩帯の起源や付随する鉱床の成因に特徴に関して，
まだ議論が続いている．本総括論文では，関連する従来の研究
を概括し，Birimianの高品質の金属鉱床（マンガン鉱床や金鉱
床等）が苦鉄質岩類に伴って産出すること自体がその成因に示
唆を持つことを提案する．

Key Words : Birimian, greenstone belt, metallogeny, West
African Craton.

［Research Article］
８．Late Triassic ammonoid Sirenites from the Sabudani
Formation in Tokushima, Southwest Japan, and its
biostratigraphic and paleobiogeographic implications 

Yasuyuki Tsujino, Yasunari Shigeta, Haruyoshi Maeda, Toshifumi
Komatsu and Nao Kusuhashi

徳島県木頭地域の寒谷層からの後期三畳紀アンモノイド
Sirenitesの産出とその生層序学的・古生物地理学的意義
辻野泰之・重田康成･前田晴良・小松俊文・楠橋　直

徳島県木頭地域に分布する寒谷層上部よりSi r en i t e s
senticosusが発見された．この種は，後期三畳紀の前期カーニ
アン期後期の指標化石であるAustrotrachyceras austriacumと
共産することが知られており，同地域の寒谷層上部は下部カー
ニアン階上部に対比できる．S. senticosusの分布は，主にテチ
ス海を中心に知らており，日本の後期三畳紀アンモノイド類は，
低緯度地域のテチス型動物群と類似性が高い．一方，日本の同
時代の二枚貝類は，高緯度地域のボレアル型動物群と類似性が
あることがすでに指摘されている．この結果は，日本の後期三
畳紀のアンモノイド類と二枚貝類の古生物地理的傾向が明らか
に異なることを示している．

Key Words : ammonoid, Carnian, Kurosegawa Belt, Sabudani
Formation, Sirenites senticosus, Southwest Japan, Tethyan
affinities, Tokushima, Triassic.
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開催日時：平成26年２月22日（土）（21日：幹事会）
２月21日（金） 幹事会：17時～（幹事のみ）
２月22日（土） 例会：開催時刻未定． 例会終了後

懇親会
＊例会プログラムは，講演確定後にお知らせします．

開催場所：佐賀大学本庄キャンパス大学会館
＊本庄キャンパスまでの交通アクセス

http://www.saga-u.ac.jp/access/
＊キャンパスマップ

http://www.saga-u.ac.jp/gaiyo1/campusmap/index.
html

参加費（予定）：一般　1,000円/人，学生　500円/人
懇親会参加費：一般　4,000円/人，学生　2,000円/人
※皆様の積極的なご参加（特に学生・院生の皆様）を期待して

おります．（参加人数が増える場合はさらに学生割引あり）

※総会にご出席いただけない方は委任状を下記メールアドレス
へお送り下さい．
川村喜一郎（kiichiro@yamaguchi-u.ac.jp）

========== 委任状：書式例　　==========
日本地質学会西日本支部平成25年度総会・第165回例会にお

ける議決権を，
○○△△　様に委任いたします．

平成26年２月　　日

御氏名：△△○○

========== 委任状：書式例　　==========

※講演申込について
講演は口頭・ポスターを予定しております．講演要旨（A４

一枚．PDFファイル．地質学会年会の講演要旨原稿フォーマッ
トにそろえてください）をご準備下さい．ご準備いただいた講
演要旨は，西日本支部事務局：川村喜一郎宛e-mailにて，お送
り下さい．その際に，連絡先（発表者氏名・所属・e-mail・電
話，の全て），発表様式希望（口頭・ポスター・どちらでも可，
のいずれか）をお知らせ下さい．ポスターサイズは90 cm×
180 cmです．（ただし，発表様式につきましては，ご希望に添
えないことも有ります．その際はご了承下さい）

また，例会終了後に予定しております懇親会の参加希望につ
いても合わせてご連絡下さい．他，詳細は追ってお伝えします．

講演申込締切：２月５日（水）12時
ご連絡いただいた個人情報は西日本支部運営以外の目的に流

用することはございません．

問い合わせ・申込先：
西日本支部事務局　川村喜一郎（kiichiro@yamaguchi-u.ac.jp）

☆関東支部
お知らせ

☆西日本支部
お知らせ

西日本支部　平成25年度総会・第165回例会

支部コーナー

日本地質学会関東支部では，支部の顕彰制度に基づき，支部
活動や地質学を通して社会貢献された個人・団体等を関東支部
として顕彰いたします．

つきましては，今年度も下記の要領で支部会員の推薦を募集
します．積極的なご推薦をお待ちしております．

対象者：支部活動や地質学を通して広く社会貢献をされた関東
支部内に在住の個人・団体等
※社会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成

果を問うものではありません．

公募期間：2013年12月16日～2014年１月19日
選考期間：2014年１月20日～2014年２月10日

関東支部功労賞審査委員会（委員長：中山俊雄　前支部長）
を設置

審査結果報告：NEWS誌，支部会員ML，関東支部総会
推薦方法：対象者氏名，推薦者氏名，推薦理由（400字程度）

を記入の上，関東支部功労賞推薦としてメールもしくは
FAXにて下記へお送りください．

推薦受付：神奈川県立生命の星・地球博物館　笠間友博（幹事長）
〒250-0031 小田原市入生田499
E-mail：kasama@nh.kanagawa-museum.jp
FAX：0465-23-8846

関東支部功労賞募集

☆関東支部
報告

11月２日（土）～11月３日（日）に日本地質学会関東支部主
催，国土交通省富士砂防事務所共催で，千葉達朗氏（アジア航
測㈱）を案内者とした富士山巡検を開催した．１日目は道の駅
なるさわ～ジラゴンノ～西湖コウモリ穴～精進湖周辺の貞観噴
火により流れ出した青木ヶ原溶岩を廻り，２日目は忍野八海～
雁穴火口～御庭火口列等を廻った．富士山の火山噴出物は様々
なタイプのものがあるが，今回は溶岩樹型，溶岩トンネル，溶
岩火口，水中堆積した溶岩など，溶岩の観察を多く取り入れた

富士山巡検の報告

御庭火口前での集合写真
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巡検であった．巡検参加者の多くは，私も含めて溶岩にはあま
り馴染みのない人が多いと思われ，その点，今回の巡検は非常
に新鮮で富士山の過去の溶岩噴火の多さに驚いていたと思われ
る．溶岩以外では，ジラゴンノでは約3000年前の大室スコリア
や忍野八海の湧水，側火山の割れ目火口である御庭火口列，ス
ラッシュなだれ堆積物なども観察した．溶岩以外の火山噴出物
には，火砕流堆積物や，山体崩壊堆積物などもあるが，それら
の大規模な露頭は斜面崩壊の恐れもあるために，現在では殆ど
がコンクリートで覆われている．その点，溶岩は斜面崩壊の恐
れはないと思われ，富士山周辺の様々な溶岩地形は現在でも保
存状態が非常に良い．２日目の雁穴火口の見学地点では，今回
の巡検を共催して頂いた国土交通省富士砂防事務所から新宅幸
夫所長，大森課長，山根係長の３名が同行して頂いた．また，
今回の巡検で特筆すべきは，１日目の夕食後に案内者の千葉達
朗氏が勉強会を開いてくれたことである．夕食後午後７時45分
頃から始まり，10時頃に休憩を入れて夜12時ごろまで延々と，
上空からの動画やパワーポイント，赤色地図などを使った富士
山の解説は参加者のほぼ全員が興味深く聞いていた．今回の巡
検では，案内者の千葉達朗氏，巡検スタッフの荒井健一氏，保
養所「山中荘」の使用など，アジア航測㈱の全面的なご協力に

対して深く感謝致します．
関東支部幹事　細根清治（㈱東建ジオテック）

【参加者の感想】
私は大学院で富士山－愛鷹山の岩石について研究を行ってい

ます．そこで富士山についての知見を広げるべく今回の巡検に
参加させていただきました．巡検では千葉さんの説明がとても
分かりやすく，富士山，また火山についての理解を深めること
ができました．中でも初日に訪ねたジラゴンノ．これまで溶岩
というものは，何枚も溶岩流が流れ，重なることによって成長
するというイメージを強く持っていました．しかし，この場所
で溶岩樹形や気泡の入り方を観察することで，必ずしもそうで
はない．最初に溶岩流が流れ，表面が少し固まったところの内
部にどんどん溶岩流が流れ込み，溶岩膨張という形で成長して
いく，ということがとても印象に残っています．その他にも精
進湖の膨張構造，富士演習場の雁の穴火口，赤色立体地図の制
作秘話等，とても好奇心をくすぐられるような場所，お話しば
かりで，一生に残る巡検となりました．本当にありがとうござ
いました．
（東京学芸大学大学院教育学研究科理科教育専攻　高須賀俊文）

2013年３月16日から17日にかけての２日間，ひょうご恐竜化
石国際シンポジウムが開催された．2006年８月７日に篠山河川
床で恐竜化石が発見されて以来進められてきた兵庫恐竜プロ
ジェクトは，発掘調査から普及教育，そして地域づくりへの活
用までが三位一体として進められており，今回のシンポジウム
はそれらを主要部分とした構成で行われた．

各日のプログラムは，１日目が兵庫県立人と自然の博物館を
会場とした国際シンポジウム『白亜紀前期の恐竜研究最前線』，
２日目がサイエンスカフェ『篠山層群の化石から白亜紀の生き
物を復元する』，恐竜化石を活かした地域づくりフォーラム，
ワークショップ『恐竜復元画を描こう』，化石発掘体験といっ
た内容であった．

シンポジウム当日の朝，人と自然の博物館のエントランスに
入るとすぐに，博物館の皆さまから笑顔で「おはようございま
す」と声をかけられ，今回のシンポジウムに関する意気込みが
感じられた．

１日目の国際シンポジウムは「丹波市産の竜脚類の化石をは
じめ，これまでの篠山層群の発掘調査で発見された脊椎動物化
石について国内外の最先端の研究との比較を通してその学術的
価値を明らかにする」といったことを趣旨としており，恐竜化
石研究だけでなく古気候や植物化石といった分野からも最前線
の研究報告がなされた．

シンポジウムは井戸兵庫県知事による開会あいさつから始ま

院生コーナー

山下美沙
（岡山大学理学部地球科学科4回生）

ひょうご恐竜化石国際シンポジウム

り，兵庫県立人と自然の博物館の三枝春生研究員による基調講
演「篠山層群，これまでの発掘の成果」から講演が始まった．
講演は三枝氏から順に，

ジェームズ・カークランド（アメリカ・ユタ州地質調査所），
徐　星（中国科学院古脊椎動物古人類研究所）
對比地孝亘（東京大学大学院理学系研究科）
柴田正輝（福井県立恐竜博物館）
ロマン・アミョ（フランス国立科学研究センター）
山田敏弘（金沢大学理工研究域自然システム学系）
楠橋　直（愛媛大学大学院理工学研究科） 敬称略

と続き，最後に総合討論・質疑応答といった順に行われた．

ジェームズ・カークランド氏は，「ユタ州中央のシーダーマ
ウンテン層の前期白亜紀恐竜動物群」や，「北米とヨーロッパ
大陸の分離による北米の恐竜の固有化」などのテーマで講演を
行った．講演ではこのシーダーマウンテン層の各部層ごとに，
産出している恐竜を紹介された．

展示を前にした研究者の解説風景（２日目ちーたんの館にて，湯川

弘一氏撮影）

支部コーナー
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常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
gsc421511@s.okayama-u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

徐星氏は，「最近30年間における中国産前期白亜紀恐竜化石
研究の進展」と，「鳥類や羽毛の起源」の２つに焦点を当てて
紹介された．２つ目のテーマは４つの羽を持った恐竜という衝
撃的なスライドから始まった．現在我々が目にする鳥は，体は
羽毛で覆われているが足は鱗で覆われている．徐星氏によると
このような足になるまでの進化の順は，後肢にも羽毛→翼状の
後肢（飛翔翼）→鱗に覆われた後肢であり，こうして現在の鳥
は飛ぶことに特化した羽と，歩行や走ることに特化した足を持
つようになったという．

對比地氏は，「モンゴル下部白亜系の恐竜動物相のレビュー
及びそのトロオドン類獣脚類と兵庫県篠山層群産出のトロオド
ン類獣脚類の新標本との比較」について紹介された．また，近
年の発掘成果として，林原自然科学博物館が発掘した竜脚類と
トロオドン類も紹介された．

ここでシンポジウムは前半のプログラムを終え，昼食休憩と
なった．参加者の中には，先ほど講演を行った方々と早速意見
交換をした人や，記念写真を撮ってもらった人もいたようだ．
参加者たちが思う存分好きな恐竜について語り合い，昼食会場
はそうした話題で大いに盛り上がっていた．

シンポジウム後半は，柴田氏による，「白亜紀前期のアジア
におけるイグアノドン類の進化と繁栄―海外共同発掘調査と福
井県の発掘調査より―」というテーマから始まった．講演はイ
グアノドン類の説明から始まり，続いてハドロサウルスとの違
いが紹介された．前期白亜紀のアジアから発見されているイグ
アノドン類は記載されているだけでも12種類を超え，これらの
研究を蓄積していくことでアジアにおけるイグアノドン類の多
様化やハドロサウルス類への進化が解明されるそうだ．

ロマン・アミョ氏は，「白亜紀の気候と陸上生物多様性の緯
度分布：安定同位体からの展望」について紹介された．酸素の
同位体18Oと炭素の同位体13Cを用いて，羽毛恐竜が見られた中
国東北部の熱河生物群の気候を復元すると，バレーム期から
オーブ期初期までの東アジアは寒冷気候が優勢であり，熱河生
物群は平均気温が10±４℃の冷涼な気候であったと考えられる
ようだ．その証拠として，ワニ類が存在していないことや樹木
化石の分布などが挙げられた．こうした理由から，羽毛恐竜が
この地域で見られたわけは寒冷な気候のためであり，当時は冷
血動物が温かい場所に生きていたのではなく温血動物が暮らす
寒い場所であったと言えるそうだ．

続く山田氏は，「白亜紀の丹波に生えていた植物たち」とい
うテーマで講演をされた．はじめに三畳紀の様子を復元したス
ライドを映し，そこに描かれている植物について「三畳紀なの
に被子植物が描かれている」と間違いを指摘した．恐竜を本や
博物館で見ることがあれば，そこに描かれる風景も自然と記憶

に残っているものだ．恐竜図鑑を買ったとして，恐竜たちの背
後の植物まで注意深く見る人はそういないかもしれない．しか
し，たとえ恐竜の後ろに小さく描かれる植物であっても，そこ
に誤りがあってはならないと山田氏は力強く語った．

後半最後の演題は，楠橋氏による「白亜紀の東アジアにおけ
る哺乳類相変遷と篠山層群の哺乳類化石」であった．現生の哺
乳類は真獣類，後獣類，単孔類の３グループに大別され，いず
れのグループも中生代に出現した．中生代の哺乳類は一般に小
型で体長10～20 cm，大きいものでも１mほどである．楠橋氏
は，中生代の哺乳類をよくネズミのようということがあるが，
げっ歯類は恐竜絶滅後に現れたグループなのでネズミではない
のですよと参加者たちに念を押した．

これでプログラムの講演は全て終わり，総合討論と質疑応答
に移った．篠山層群産化石の恐竜をはじめとする中生代陸上生
物相や当時の環境について，各分野の研究者から意見が述べら
れた．

残念ながら私は国際シンポジウムの２日目のイベントに参加
することはできなかったが，サイエンスカフェやワークショッ
プの内容はどれも普段体験できないものであり，是非ともこの
機会に参加してみたかった．兵庫県立人と自然の博物館ホーム
ページに２日目の様子が写真と共に掲載されていたが，ワーク
ショップ「恐竜の復元画を描こう」の写真には小学生くらいの
子どもが最前列に座っている様子が写されていた．化石発掘体
験などの写真にもたくさんの子どもたちが参加している様子が
写っており，２日目のシンポジウムはより一層盛り上がりを見
せたことと思われる．シンポジウムの主要構成要素として発掘
調査・普及教育・地域づくりへの活用が挙げられていたが，ま
さにそれらすべてのテーマを満たした充実したものであったと
言えるだろう．

様々な分野の最先端の情報が広く一般の社会に還元されるこ
とはそう多くない．そうした中で，今回の国際シンポジウムは
恐竜に関心のある人間にとって大変貴重なものであり，大変良
い経験となった．最後に，このような素晴らしい機会を設けて
いただいた国際シンポジウム関係者の皆さまにこの場を借りて
心より御礼申し上げます．

院生コーナー



垣見俊弘名誉会員を偲んで

日本地質学会副会長を昭和63年から平成元年まで努められた
垣見俊弘名誉会員は，平成25年７月１日に84歳でお亡くなりに
なった．患われていた肺がんが悪化したためとお聞きしている．
葬儀は取手市の教会でご家族とごく親しい方々のみで行われ
た．２年ほど前にご自宅で転倒された後，ずっと不自由されて
いたそうで，最近は直接お会いできなくなっていた．いつもに
こやかな笑顔で接していただいた垣見大先輩にもう会えないの
かと思うと残念でならない．

垣見氏は昭和27年に北海道大学理学部地質学鉱物学科を卒業
され，すぐに通産省工業技術院地質調査所において研究生活を
開始された．地質調査所では北海道支所地質課に勤務され，当
時，国家的事業として推進されていた北海道地域の地質図作成
に従事されている．筆者は垣見氏が大学を卒業された年に生ま
れ，世代のギャップから全くこの時期の垣見氏の研究について
は知識を持ち合わせていないが，昭和44年までに12枚もの５万
分の１地質図の出版に貢献されたことから，野外での地質調査
を精力的にこなして地質図作成に邁進されていたことが伺え
る．昭和44年には本所地質部に地質第２課第５調査研究室長と
して異動され，昭和49年には地質第２課長に昇進されている．

野外調査を中心とする研究を通して構造地質学の重要性を強
く認識され，昭和44年からは応力場の解析法に関する論文を相
次いで発表されている．「地層中における応力場の解析法とそ
の実例（地質学雑誌71巻837号）」が一例であるが，これらの研
究を基礎にして地団研双書として昭和53年に書き下ろされた

「地質構造の解析」は地質構造解析手法の教科書として広く利
用された．なお，この本の内容は後に手が加えられ，平成６年
に「地質構造の解析－理論と実践－」を愛智出版から発行され
ている．

昭和51年には地質調査所環境地質部地震地質課を創設し，組
織的に活断層研究を推進された．同課の発足は垣見氏が中心と
なって調査された1974年伊豆半島沖地震（M6.8）による石廊崎

断層の出現が一つの大きなきっかけとなったと思われる．垣見
氏はその初代課長として，新たな活断層研究を模索して陣頭で
指揮された．私事で恐縮するが，活断層研究とは程遠い四国の
三波川帯から秩父帯にかけての構造発達史を研究していた私を
創設最初の職員として採用していただいた．今から思うと無謀
とも思えるご決断である．同課には衣笠善博，加藤碵一，山崎
晴雄の各氏がすでに在籍され，構造地質学と第四紀学を融合し
た活断層研究が開始されていた．筆者の入所の後，杉山雄一，
下川浩一，寒川　旭，粟田泰夫，水野清秀，奥村晃史の各氏が
加わり，当時の地質調査所にあって最も活気のある研究者集団
の一つが形成された．1978年伊豆大島近海地震の調査，昭和54
年度から開始された50万分の１全国活構造図の作成，活断層調
査へのトレンチ掘削調査法の導入など，次々と貴重な経験を積
ませていただいた．活気ある当時の研究室のことが懐かしく思
い出される．その後，昭和57年に環境地質部長，昭和59年に地
質調査所次長，昭和60年に同所長へと昇進され，昭和63年に退
官された．退官後は（財）原子力工学試験センター（原子力発
電技術機構）特別顧問として活躍された．また，日本地質学会
副会長を始めとして，通商産業省原子力発電技術顧問，原子力
安全委員会原子炉安全専門審査会審査委員，測地学審議会委員，
中央公害対策審議会委員，地震予知連絡会委員，など数多くの
要職を歴任された．これらのご功績により勲三等を叙勲され，
瑞宝章を授けられている．

垣見氏が創設した地質調査所での活断層研究は平成13年に発
足した独立行政法人産業技術総合研究所に引き継がれ，活断層
研究センター，更には活断層・地震研究センターでの事業とし
て発展し，日本の活断層研究の中核的研究機関としての地位を
確立するに至っている．平成21年には「2009年度日本活断層学
会賞」を授賞されている．平成23年３月11日に発生した東北地
方太平洋沖地震を始めとして，近年，活発な地震活動が続く中，
垣見氏が推進された地質学を基礎とする地震災害軽減に貢献す
る予測研究の必要性はますます大きくなっている．日本の活断
層研究における氏の多大なる貢献は今後も高く評価されること
と確信している．

垣見氏が通われた札幌第一中学校のご学友で，親しくお付き
合いのあった池守　謙氏のブログに次のような記述があり，多
くの方に知っていただきたいと思い，特にお許しを得てその一
部をここに紹介させていただく．「垣見君は旧制中学（旧札幌
一中，現札幌南高）の旧友である．旧制中学といえば，現在の
中学１年から高校２年までの在学期間であり，彼はその在学中
の，約８割の期間は級長だった．学業優秀でスポーツ万能．常
にクラスの先頭に立ち，戦時色濃厚な時代の学校教練の全校行
事では常時は小隊長，時には中隊長として活躍していた．学徒
動員で派遣された手稲鉱山でも，級長の任は変らなかった．終
戦後は，今でいえば飛び越し入学で北大予科に進み，その後の
学制改革にあっても，旧制最後の大学卒業生であったと思う」．

平成25年11月14日には「垣見俊弘さんを偲ぶ会」を東京で開
催することができた．旧地質調査所環境地質部関係者や垣見氏
と交流のあった地質コンサルタントや土木技術関係者など多く
の方々にご参加いただき，氏の業績を振り返り，思い出話に花
を咲かせつつ，和やかなひとときを過ごさせていただいた．垣
見氏のきめ細かく想いやり深いお心と穏やかなお人柄が思い出
され，会場が優しく包まれた思いがした．

垣見俊弘名誉会員の御恩に感謝しつつ，氏のこれまでのご功
績を偲び謹んでご冥福をお祈り申し上げる．

（佃　栄吉）

追　悼
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奈須紀幸名誉会員を偲ぶ

奈須紀幸先生は，療養中のところ平成25年（2013）10月３日
（木）に眠るように御逝去されました．享年89歳でした．先生
は日本地質学会の名誉会員であり，東京大学名誉教授でもあり
ました．

先生は，大正13年（1924）２月27日に福岡市にお生まれになり
ました．東京帝国大学第二工学部航空機体学科に入学され，終
戦により改組された物理工学科をご卒業されました．その後，
子供の頃から興味のあった地球科学を勉強すべく理学部地質学
科に入学され，ご卒業されました．そして，第１回文部省留学
生として渡米され，海洋科学で著名なカリフォルニア大学スク
リップス海洋研究所で博士課程を終了されました．帰国され，
地質学科の助手，講師，助教授を経られて，昭和37年に新設さ
れた海洋研究所に教授として着任され，昭和59年に定年退官さ
れました．この問の昭和43年から47年，昭和55年から59年と４
期８年間にわたり，東京大学海洋研究所の所長を務められまし
た．その後，平成10年まで放送大学教授として過ごされました．

先生のオープンマインドなお人柄，流暢な英語力などにより，
大きな国際プログラムの発展にも寄与されました．米国・地質
学会フェロー，中国青島大学名誉教授となり，その功により，
昭和60年にフランス共和国国家功労賞・シュバリエ，平成7年
にモナコ大公アルベールI世記念メダルを受賞されました．国
内においても，日本地質学会名誉会員であるとともに，政府を
中心とした委員会の委員長・委員を歴任され，平成3年に紫綬
褒章を受賞されました．

先生の元々のご専門は海洋地質学，特に，堆積物を用いた研
究を最も得意とされていました．お父様が九州大学に勤務して
いたということもあり，現在九州大学理学部がある箱崎の周辺
にお住まいでした．当時は箱崎八幡宮の大鳥居を少し北に歩く
と，そこが海岸線だったそうで，貝殻や丸い小石を拾い集めて
いらっしゃったそうです．小学校も高学年になると，岩石や鉱
物採取を始め，買ってもらった岩石採取用ハンマーを腰に下げ
て，あちこち歩き回っていたと伺っております．学部学生の頃
に，指導教官であった大塚先生より「奈須君の進論には本当は，

ヨットと採泥器を調達し，東京湾を横断して，海底の堆積物を
採取して，その地質を調べると面白い．この方面の研究は将来
きっと重要な分野になるよ．」と言われたそうです．実際の進
論は陸上の地層の研究でしたが，地層が堆積した場である海底
の状況に思いを馳せ，海洋地質学に一生を捧げて，この分野で
先駆的役割を果たされました．さらに，国際深海掘削や日本海
溝掘削の計画に加わり，深海底の平坦面や海溝の研究などで先
進的な研究をなさいました．先生の深海掘削計画の夢は，日本
自ら掘削船を持つ事でした．それは掘削船「ちきゅう」建造で
実現となりました．その後，研究の範囲を広げられ地球科学お
よび環境科学の分野でもご活躍されました．

先生は日本の海洋地質学の開拓者であったので，研究船の誕
生などにも関わり，初代「研究船　淡青丸」などを用いて，東
海村沖の大陸棚下に埋積する古久慈川の流路の発見など，観測
船を用いた海洋地質学を発展させられました．私が研究室に
入った頃の先生は海洋研究所の所長として，忙しい日々を過ご
されていらっしゃいました．先生の東京大学における最後の科
学調査について，エピソードを最後に書いておきたいと思いま
す．

この研究は，昭和55年（1980），富山県黒部川の下流の扇状地，
入善町の吉原沖で発見された埋没林の調査です．この地域には，
昭和５年（1930）に魚津港改修工事の際に海底で最初に発見さ
れた埋没林があります．これは，約2,000年前に片貝川の氾濫
による土砂流出によって杉原生林を埋没したもので，1955年に
国の特別天然記念物に指定されていました．これとは別に発見
されたのが吉原海底林と呼ばれるものです．ここは，氷河時代
の海面が低かった時代に海岸近くに生えていた木々が，海面上
昇によって海底に沈み，本来なら腐ってしまうところが，海底
から湧出する地下水（黒部川の伏流水，立山の雪解け水！）の
おかげで保存されたものです．木材の年齢は水深によって異な
り，海面下40 mで約10,000年前，20 mで約8,000年前でした．
このことは，さまざまな高さの所に生えていた林が一度に埋
まったのではなく，深さに応じて，異なった時代に埋まったこ
とを示しています．しかも，埋没には2,000年以上かかり，
徐々に進行していったのです．この埋没林はもともと地元のダ
イバーが発見したものですが，本格的な科学調査は，奈須紀幸
先生と富山大学教授・藤井昭二先生との共同研究の形で行われ
ました．当時はGPSもなかったので，岸に定めた２地点（陸上
サイト）から常に調査船の位置を確認し，調査船では研究者た
ちが無線で岸と連絡をとりながら，水中カメラの映し出す映像
を見てダイバーに指示を出すといった連係プレイで調査が行わ
れました．所長としてのお仕事はデスクワークが多かったので，
先生は久しぶりのフィールドで張り切っていらっしゃいまし
た．この科学成果は，先生が筆頭となり，国際誌のBoreasに２
本の論文として発表されました．私はお手伝いで参加したので
すが，著者に名前を入れていただきました．大学院在学頃の若
い人にとっては，就職などの時に業績が必要です．そのため，
共著としていただいたのだと思います．後年，私も学生などを
共著で入れるように努力することになった基礎は，先生からの
このようなご配慮にあるのだと思って，感謝しております．

このように先生は，学内の諸機関・研究所をはじめ，海洋科
学および地球科学に関する国の研究所や国際プログラムの土台
を作るという困難な仕事を次々と成し遂げられてきました．現
役世代の我々は，先生の築かれた基盤を発展させながら，広い
視野のもと，新たな大気海洋科学および地球科学の発展に努め
てゆきたいと思います．

（川幡穂高）

追　悼
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・Island Arc 編集状況等の報告（伊藤理事）

Island Arc編集状況等の報告がなされ，特集

号やレビューなどの投稿が呼びかけられた．

２．理事からの報告

１）125周年事業準備委員会（矢島理事）

・125周年事業の趣旨（文）や記念事業計画

［記念式典（５月10日頃），会員向け事業，

一般向け事業等］について報告，説明がな

された．ロンドン地質学会の200周年記念事

業を参考にしながら，ロゴ作成，特別号の

発刊，雑誌におけるエピソード紹介，

Geology of Japanへの125周年の追記，フォト

コン入賞写真の地質解説書，ジオパーク関

係の書籍（DVD）の刊行などの企画案が説

明された．社会的提言書の作成や国際学会

における事業アピール，メディア対策，予

算確保に関する意見もだされ，今後，125周

年事業に向け，予算に応じ詳細な計画作り

を進めることが報告された．

２）地質・地盤情報活用促進に関する法整備

推進協議会（：地質地盤情報活用検討委員

会）の報告として，地盤情報活用のための

緊急提言を行うことが報告された（斉藤・

中澤理事）．また法整備を推進するロビー活

動を積極的に行う組織作りも検討中である

ことが小嶋理事より報告された．

３）行事委員会から仙台大会について以下の

報告がなされた（星理事）．

・本大会から国際化対応のための英語版プロ

グラムの掲載や，セッションの充実を図る

ためのハイライトの掲載等を試みたことが

報告された．また630講演（札幌大会と同等

規模）が予定されており，一般市民向け講

演会や巡検，懇親会なども準備しているこ

とが報告された．

・来年2014年は９月13日～15日，西日本支部の

鹿児島大学，2015年は中部支部の信州大学，

2016年は関東支部の日本大学において開催

予定であることが報告された．

４）ジオパーク支援委員会より下記の報告が

なされた（高木理事）

・韓国のチェジュ島で開催された第３回アジ

ア太平洋ジオパーク大会において，隠岐ジ

オパークの世界ジオパークネットワーク

（GGN）への加盟が認定された．

・９月24日の日本ジオパーク委員会において，

JGN申請10地域の認定の可否と，GGN申請

４地域の推薦（最大２地域）の可否が決定

される．

３．理事会メール審議の議決事項について

メール審議（2013/06/12）で，以下の４件

が承認されたことが報告された（松田議長）．

１）選挙管理委員の選出を承認

阿部なつ江（JAMSTEC），田口公則（生

命の星地球博），納谷友規（GSJ），藤井幸

泰（深田研），山口飛鳥（東大）

＊その後の選挙管理委員互選で委員長に阿

部なつ江氏が選出された。

２）学術大会講演申込異議申し立てに関する

処理機構規則の改正を承認

任意団体からの規則の文言を一部修正．

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

日本地質学会2013年度
第２回理事会議事録

日　時：2013年９月13日（金）14:30～16:30

会　場：仙台市戦災復興記念館　第２会議室

（４F）（仙台市青葉区大町２丁目12-１）

出席役員　理事（36名）：天野一男　安藤寿

男　伊藤 慎　井龍康文　石渡　明　市

川八州夫　ウォリス･サイモン　永広昌

之　太田泰弘　大津 直　笠間友博　狩

野彰宏　川端清司　川辺文久　小嶋　智

坂口有人　斎藤　眞　佐々木和彦　柴

正博　高木秀雄　竹内 誠　田村嘉之

竹下　徹　内藤一樹　中澤 努　平田大

二　保柳康一　星　博幸　松田博貴　宮

下純夫　村田明広　矢島道子　山口耕生

山本高司　脇田浩二　渡部芳夫

欠席役員　理事（14名）：伊藤谷生　小山内

康人　清川昌一　芝川明義　高橋正樹

西　弘嗣　久田健一郎　藤林紀枝　藤本

光一郎　松田達生　宮田隆夫　向山　栄

山路　敦　山田泰広

監事（２名）：青野道夫　山本正司

その他出席者　事務局：橋辺

＊成立要件：理事総数50名の過半数26名，本

日の出席者　36名で本理事会は成立．

＊議決：出席者の過半数19名

議長：松田（博）理事

＊書記２名の選出：村田理事，太田理事

報告事項

１．執行理事会報告

１）６月８日第２回執行理事会，７月13日第

３回執行理事会，９月13日第４回執行理事

会の要点が報告された（斎藤理事）．

・文科省意見募集（パブリックコメント）：

科学技術・学術審議会測地学分科会「地震

及び火山噴火予知のための観測研究計画の

推進について」（中間まとめ）に関する意見

募集」について部会に対応を依頼する（斉

藤理事）．

・岩波書店から出版予定の超地球史年表（著

者：清川）出版に関する件は，地質学会と

の関わりを明確にする形で出版を検討する

（山口理事・斎藤理事）．

・「地学を楽しく」（電子出版物，吉田勝編集

代表）の進捗状況が説明され，査読が終了，

アマゾンキンドルブックストアでの出版準

備中にあることが報告された（山口理事・

坂口理事）．

２）その他

３）ロンドン地質学会との学術交流協定締結

を承認

＊なお，承認後，日英交流400年にちなみ

双方がプレスリリースを行うこととなっ

たため，学術交流協定書の日付を８月８

日に改めて交わされた。

４）電子図書の刊行について：吉田勝編集代

表「地学を楽しく」の刊行を承認

審議事項

１．地質学雑誌投稿編集規則の改正　

近年は、地質学雑誌の紙質のクオリティが

向上し，かつてのように図版を特別に扱う必

要が無くなったことや，別刷り代清算時の事

務業務の簡素化等から図版廃止の規則改正が

審議され，拍手にて承認された．

２．「県の石」の選定について

アメリカ合衆国の州の石に習い，県の鳥や，

県の木，県の花などと同様に，県のシンポル

となる石を選定することが会長より提案され

た．先行事例の確認や公募の必要性（例，地

質100選），さらに選考規準（支部の活用など）

や選定方法の確認（永広理事・小嶋理事），

加えて出版物の有無の確認や学会としての出

版の可否などが審議された．選定にあたって

は各支部での検討や意見が重要であるとのこ

とから，会期中に開催の支部長会議で各支部

に趣旨説明と協力を要請することとした．ま

た，「県の石」に関する普及書を作成するこ

と，ホームページ上で意見を募るなどの準備

を開始することが承認された．

３．その他　

１）2014年度総会開催日程について

2014年度連合大会の日程が早まったこと

で，地質学会の総会は，会計処理の関係な

どから連合大会と関連付けることは難しい

状況となった．地質学会が独自の日程で開

催すること，また開催日は５月24日前後の

開催を軸に，執行理事会で検討することが

承認された．

２）各賞選考委員会（竹下理事）から，各賞

に推薦される論文が少なく，選考活動が低

調になっているとの問題提起があり，その

対策が審議された．各部会が責任を持って

必ず一つは論文を推薦するなどの対策をと

る必要があるという意見が出され，専門部

会への協力要請をはじめ各賞への推薦を活

発化させることが重要であるとの確認がな

された．

＊最後に西理事からの伝言として，井龍理事

より、仙台大会の成功に向け，宮城教育大

学．山形大学，東北大学が協力して準備に

あたっている旨の報告が付け加えられた．

2013年11月５日

学　会　記　事
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地質地盤情報活用検討委員会第２回が開

催され，小嶋理事に代わり中澤理事が出席

した報告がなされた．地盤情報活用のため

の緊急提言，を出すことになった，ボーリ

ングデータの活用等の広報資料を準備中．，

期成会によるプロモーション活動も検討中

など．

２．理事会メール審議確認：全理事の承諾確

認

１）学術大会講演申込異議申し立てに関する

処理機構規則の改正

２）選挙管理委員会ならびに立会人の選出

・選挙管理委員会：７/17委員会を開催，互

選により委員長は，阿部なつ江会員を選出．

代議員選挙告示：News誌９月号に掲載

・選挙立会人：高橋　聡（東大），巌谷敏光

（産総研）

３．地球惑星科学参照基準（案）に関するパ

ブリックコメントは会長の取りまとめにより

７/14学術会議大学教育問題分科会，西山

委員長に提出した．

４．地学オリンピック日本委員会より予選問

題の作題委員の推薦依頼があり，地学オリ

ンピック支援委員会の協力により委員を推

薦した．

５．上町断層保存問題のその後

・一般市民から非常に残念との感想，投稿あ

り：現地は完全に整地され，豊中百景から

も削除されているとのこと．

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．山陰海岸ジオパーク国際学術会議「城崎

会議」（10/26-27）の後援依頼←承諾

２．第14回　子供のためのジオカーニバル，

後援依頼11/２-３，大阪市立科学館→承諾

３．笹川財団平成26年度笹川科学研究助成募

集案内（10/１-10/15募集，学会８/30締め）

→HP，geo-flash，News誌に掲載

４．尾瀬保護財団より第17回尾瀬賞の募集を

９/30まで延期→HP，geo-flash掲載

５．H25年度山田科学財団研究助成に推薦し

た２件は残念ながら不採択であった．

６．JSE2013応募要項

＜その他＞

１．東京大学海洋研究所より，平成26年度の

共同利用研究として，学術研究船「白鳳丸」

ならびに東北海洋生態系調査研究船「新青

丸」の公募．

２．京都賞（稲盛財団）の会長への授賞式案

内（11/11）→会長欠席（代理不可）

３．全国地質調査業協会50周年記念案内

（10/25）：出欠10/1まで→渡部副会長出席

４．地学団体研究会より声明「原発を即時廃

止し原発ゼロ社会の実現を求める」の発信

５．挨拶状：地盤工学会（会長；末岡　徹）

６．第16回水環境学会シンポジウム（沖縄

11/９-11）案内←カレンダー掲載

＜会員＞

１．今月の入会者（１社，18名）

賛助会員（１社）：NPO法人日本防災環境

正会員（３名）：生田正文，入谷　剛，天

2013年度
第４回執行理事会議事録

期　日：2013年９月13日（金）12:30～14:00

場　所：仙台市戦災復興記念館

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長（石渡会長） 齋藤常務理事　伊藤

井龍　坂口　高木　内藤　中澤　平田

保柳　星　山口　山本　松田理事会議長

（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：松

田　山路　西（委任なし）

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

15名，委任状２名，合計17名の出席．

＊前回議事録の確認　

蠢 審議事項

１．文科省科学技術・学術審議会測地学分科

会より「災害軽減に貢献するための地震火

山観測研究計画の推進について（中間まと

め）」の意見照会について（文科省下記

URL参照）http://search.e-gov.go.jp/

servlet/Public?CLASSNAME=PCMMST

DETAIL&id=185000653&Mode=0

全ての専門部会を通じて議論し，執行理

事会で取りまとめる．

２．東レ科学技術研究助成の公募にたいする

推薦：１件の推薦申請あり．推薦文字句の

小修整で承認された．

３．地惑連合の環境災害対応委員会の災害担

当委員の推薦について

応用地質部会から，横山俊治会員に代わ

る委員として川畑大作会員（産総研）の推

薦があり，承認された．

４．次回（2014年）以降の地質情報展につい

て（星理事）

産総研から開催時期その他についての検

討打診があったが，情報展の今後のあり方

も含めて産総研の検討，をまつこととした．

５．超地球史年表（著者：清川）を出版する

件（斎藤理事）

出版社を通して出版することを検討し，

地質学会は監修として関与する方向で進ん

でいることが報告され，承認された．企画

出版の担当業務であるが出版社との交渉は

当面斎藤常務理事があたる．

６．2014年度の総会開催日程について

例年の代議員総会は，日本地球惑星科学

連合大会の期間に合わせて開催していた

が，来年度の連合大会は４月28日～５月２

日に横浜で開催される．会計監査の都合上，

この日程で代議員総会を開催するのは困難

であり，早急に日程を調整する．

７．理事会審議事項の確認

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．地質・地盤情報活用促進に関する法整備

推進協議会（斎藤常務・中澤理事）

野英樹

正（院割）会員（６名）：山田昌樹，渡邉

紘記，葉田野希，滝川雅大，山内紘一，

阿部紫織

正〔学部割〕会員（９名）：村岡英樹，品

田拓真，竹本真佑里，有元　純，細萱

航平，渡邉絵美，有留千博，兼子義高，

丑舘沙綾

２．今月の退会者（１名）

正会員（１名）：玉置真知子

３．今月の逝去者　（名誉１名，正１名）

名誉会員：垣見俊弘（2013/７/１）

正会員：小池一之（2013/８/23）

４．2013年８月末日会員数

賛助：26 名誉：68 正会員：3785（正会

員：3685，正（院割）会員：189，正（学

部割）会員：11 合計　3979（昨年比－99）

＜会計＞

特になし

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・文科省，一家に１枚ポスターへの応募「自

然災害－正しく知り正しく恐れる－」は，

コンセプトは理解されたが，不採択であっ

た．来年度再挑戦する．

・大会前プレスリリースを実施した．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

・大会の緊急展示の講演要旨も通常発表と同

様にJ-stageに上げる．またコアタイムで

の口頭説明も実施する．

・仙台大会からシンポセッションハイライト

や英語版プログラムなど作成．巡検12コー

ス実施見込み．

・鹿児島大会：巡検コースと案内書準備中

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・ロンドン地質学会との交流協定は８月８日

付にて最終的に取り交わす手続きを行っ

た．

・大韓地質学会からの招待に対し，最終的な

調整を行った

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（９月９日現在）．

・2013年度投稿論文　総数54編［論説26（和

文25 英文１）・総説２（和文２）・報告

５（和文５）・ノート１（和文１）・口絵

７（和文６，英文１）・巡検案内書12］査

読中23編受理済み５編

・119巻８月号：特集号「三次元地質モデル

研究の新展開に向けて」（世話人：木村克

己ほか）（91頁・発行済み）

・118巻９月号：総説１，論説２，報告１，

口絵１（計約60頁　校正中）

２）特集号「ジュラ系＋」の10年（世話人：

松岡　篤，近藤康生，小松俊文，石田直人，

中田健太郎）投稿受付中（総ページ数76

予定）

３）J-STAGEによる投稿審査システムは現

在無料で利用しているが，今後（平成26年

度）は会員数に応じて一部負担（２割）で

有料化の見込み，当学会の場合は年間15万

円程度．



2013年度
第５回執行理事会議事録

期　日：2013年10月12日（土）13:00～16:20

場　所：地質学会事務所　

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長　齋藤常務理事　伊藤（14時半退出）

井龍　坂口　内藤　中澤　松田　山路

山本　（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：高

木　平田　星　保柳　山口　西（欠席）

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

12名，委任状５名，欠席１　合計18名の出

席．

＊前回議事録の確認　

蠢 審議事項

１．地球全史スーパー年表の刊行について

（斎藤理事）

岩波書店から日本地質学会監修で解説書

とポスターのセットという形での出版が提

案され，了承された．著者：清川昌一・伊

藤孝・池原　実・尾上哲治

企画出版委員会が監修を担当する．

２．野外調査上の注意喚起に関して（山路理

事）

ニュース誌やHPを通じて野外調査にお

けるマナー向上を図る．2008年作成の「野

外調査において心がけたいこと」をHPの

わかりやすいところに置き，地質学雑誌に

注意喚起文を掲載する．セーフティノート

も準備する．

３．投稿規定「数式の書き方に関する細則」

の転用について（井龍理事）

日本地球惑星科学連合より地質学雑誌の

投稿規定「数式の書き方に関する細則」を

転用許可が申し込まれた．日本地質学会か

らの転用であることを記すことで了承した．

４．論文賞について運営規則と各賞選考規則

の文言の齟齬に問い合わせ

永広理事（選考委員長）からの問い合わ

せにたいし，とくに修正の必要はないとい

うことで永広理事に詳細説明を行うことと

した．

５．「鉱物資源部会」の設立に関して

新らたな専門部会「鉱物資源部会」（代

表加藤泰浩会員）の設立が提案され，趣意

書と規則案が提出された．趣意書と規則の

文言修正のうえ，12月の理事会に提案する．

６．その他

・2015年松本大会の日程検討：LOCより９

月11日（金）～13日（日）の意向が打診さ

れた．例年通り敬老の日前後での開催を相

談することとした．

・支部や専門部会が 他団体と共同で事業を

行う場合（共催や後援など）は，事後の事

業報告のみが規定されている．共同事業が

決まり次第本部に連絡するよう依頼する．

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・ページ数，特集号の打診も増えつつある．

・古環境，古生物等幅広い分野の論文も増え

つつある．

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・電子出版物「地学を楽しく」についてアマ

ゾンキンドルブックストアでの刊行準備

中．パソコン用よりキンドル版を先行して

進める．

・富士山・青木ヶ原たんけんマップを校閲

し，著者に戻し中.刊行承認は著者修正が

戻った時点で判断，メール審議もしくは次

回理事会に諮ることとしたい．

・地球史年表は査読２名のうち１名終了．

・長瀞探検マップ　進行中．

・三浦半島探検マップ　進行中．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・11月の地質調査研修会実施にあたり，産総

研地質調査総合センターに共催を依頼した．

・現在研修会参加者を募集中．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

・９月24日に開催されるジオパーク委員会に

おいて，今年度のJGN申請10地域の認定の

可否とGGN申請４地域の推薦（最大２地

域）の可否が決定される．

・韓国のチェジュ島で開催中の第３回アジア

太平洋ジオパーク大会において，昨年保留

となっていた隠岐ジオパークの世界ジオ

パークネットワーク（GGN）への加盟が

認定された．また，洞爺湖有珠山，糸魚川，

島原半島も，４年目の再審査を経て再認定

された．これで日本の世界ジオパークは６

地域となった．順調に整備されてきている．

（11）地学オリンピック支援委員会（平田）

・仙台大会「小さなScientistsの集い」にて

地学オリンピックポスター掲示．

（12）震災復興事業プラン検討WG（高木・

西・藤本・斎藤）

・二年間で７件の復興事業が実施された．こ

とをCCOPにて発表する．

（13）連携事業委員会（保柳）

特になし

（14）支部長連絡会議（渡部）

・仙台大会の15日に支部長連絡会議を開催．

（15）地質災害委員会（斎藤）

・７/28発生の山口・島根豪雨災害に対して

「山口・島根豪雨地質災害調査団」（坂口・

川村両会員その他山口大関係者）を承認．

学会主導の調査団とした．同調査団は仙台

大会で緊急展示を行うこととなった．

（16）地質技術者教育委員会（山本）

・仙台大会の15日に委員会を開催．

2013年10月12日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

・2016年の総会日程については９月の理事会

で執行理事会に決定が委ねられ，検討の結

果，５月24日（土）に開催することとした．

フォトコンテストの表彰式も同日開催す

る．

・GSA海外大会と巡検を日本地球惑星科学

連合と共催で2015年５月大会に検討するこ

とを了承した（石渡会長）

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．原子力規制庁より有識者会合の委員の情

報開示について確認があり，当会としては

年齢，メールアドレス，電話については非

開示の意思表示をしたが，同庁として，こ

れらの情報はすでにHP等で公表されてい

る内容につき，非開示にはあたらないとい

う返答があった．

２．文科省科学技術・学術審議会測地学分科

会より「災害軽減に貢献するための地震火

山観測研究計画の推進について（中間まと

め）」の意見照会があった件については，

専門部会等からの意見聴取も入れて，学会

として意見を提出した．

３．９月16に開催された原子力規制委員会評

価会合についての意見交換会議事録をHP

会員のページに掲載した．議事録はニュー

ス誌にも掲載される．

４．第２回地球惑星科学連合の環境・災害対

応委員会に，地質学会委員の小荒井，川畑

両会員が出席した（斎藤常務理事）．日本

地質学会の対応状況を紹介した．

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．日本ジオパーク隠岐大会実行委員会より，

同大会（10/15-18）の後援依頼があり承諾

した．

２．NPO法人日本地質汚染審査機構より，

環境地質部会に対し，第24回地質汚染調査

浄化技術研修会（11/22-24）の共催申し入

れがあり，本部も確認し，部会は共催を承

諾した．

３．尾瀬財団より尾瀬賞の募集に関し，再度

募集期間延長（10/31）のお知らせと周知

方の依頼があり，ジオフラッシュに掲載．

４．山田科学振興財団より2014年度研究援助

候補者の推薦依頼（援助対象2014/９-

2016/03までの研究）：地質学会からは３

件まで推薦可（募集期間10/１-２/28，学

会〆切１/31）→HP，geo-flash，News誌

に掲載

５．新潟大学企画展示「微化石展」（後援）

実施報告，期間中の来場者719名

＜その他＞

１．公財）未来工学研究所より，学協会にお

ける科学技術研究（分野，テーマ）の多様

性確保についてのアンケートに回答

＜会員＞

１．今月の入会者（９名）

正会員（10名）：坂東雄一，菊地　真，鈴
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数が増加した．

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・富士山・青木ヶ原たんけんマップは著者か

らの修正が戻り再校閲中

・朝倉書店の編集者より口頭で，地方地質誌

の四国と東北について，それぞれ１～２件

の未提出原稿があるが，来年の年会までに

は刊行できる見込みとの報告があった．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・地質の日事業推進委員会の地質学会推薦委

員として中澤理事が副委員長として，また

委員長として平田理事が継続することと

なった．

・地質調査研修：10月18日の週に開催予定で

ある．参加希望者が少ない．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

・９月24日のジオパーク委員会において，今

年度のJGN（日本ジオパークネットワーク）

申請が下記の通り認定され，日本のジオ

パークは32地域（GGN加盟６地域を含む）

となった．また，GGN（世界ジオパーク

ネットワーク）加盟候補としては阿蘇ジオ

パークの推薦が決定した．阿蘇ジオパーク

はパリのユネスコ本部に12月に申請書を提

出し，来年GGNからの視察を経て，加盟

の是非が決定される．

・JGN認定：三笠，三陸，佐渡，四国西予，

おおいた姫島，おおいた豊後大野，桜島・

錦江湾

・GGN加盟候補として申請していたアポイ

岳，白山手取川，霧島の各ジオパークは推

薦見送り，JGN加盟候補として申請してい

た美祢，本部半島は，認定見送りとなり，

とかち鹿追は保留となった．

（11）地学オリンピック支援委員会（平田）

（12）震災復興事業プラン検討WG（高木・

西・藤本・斎藤）

・10月22日・23日に仙台国際センターで開催

されるCCOPテクニカルセッションにおい

て，高木理事によって，地質学会の震災復

興支援事業の紹介が行われる．

（13）地質技術者教育委員会（山本）

・土質・地質技術者生涯学習協議会＝CPD

が10月９日開催（臨時）され，山本理事が

出席．なお，同協議会のMLへの登録を確

認し，今後は学会事務局のアドレスを登録

することとした．

・協議会では，ジオ・スクーリングネットの

建設系CPD協議会との関係が議論され，

RCCM更新および国交省関東地方整備局に

おける技術者評価などでのメリットが確認

された．

・ジオ・スクーリングネットは学協会との

フィールド教育強化に関心がある．

・CPD学習に対する学会の貢献が必要．

以上

2013年11月13日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

木勝彦，原口　悟，藤永公一郎，中村

謙太郎，闍谷雄太郎，宮本英昭，高井

研　高橋嘉夫

２．今月の退会者（２名）

正会員（２名）：荒巻美紀，高松　総

３．今月の逝去者（３名）

名誉会員（１名）：奈須紀幸（10月３日）

正会員（２名）：関戸信次（９月５日）的

場保望（９月18日）

４．2013年９月末日会員数

賛助：26 名誉：68 正会員：3897（正会

員：3687，正（院割）会員：194，正

（学部割）会員：16 合計3991（昨年

比－90）

＜会計＞

・大韓地質学会への手土産その他経費につい

ての検討．

・科研費の事業報告（収支報告）を完了し提

出する．

・仙台大会の収支概算は，概ねバランスはと

れている模様との報告がされた

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュ2013年後期号の編集中

・日本地質学会ロゴの利用ルールの明確化を

検討する．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

・行事関係報告：

仙台大会：635件発表，983人参加．巡検12

コース302人参加．

鹿児島大会：

・産総研地質調査総合センターより，情報展は

従来通り年会と同時期開催と返答があった．

・巡検８コースが選定され案内書の準備進行

中

・津波堆積物の国際シンポジウムと巡検は鹿

児島大会と同時期に開催する．

なお，この巡検案内書も年会巡検案内書

に掲載する方向で行事委員会に検討要請す

る．

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・ロンドン地質学会との学術交流協定を

ニュース誌に報告する．

・モンゴル地質学会との学術交流協定は，来

年更新の予定で準備中．

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（10月10日現在）が報告さ

れた．新たな特集号提案もあった．

・2013年度投稿論文　総数67編［論説32（和

文31 英文１）・総説７（和文７）・報告

５（和文５）・ノート１（和文１）・討論

２・口絵８（和文７，英文１）・巡検案内

書12］・査読中29編　受理済み６編

・118巻10月号：論説３，報告１，口絵１

（計約60頁　校正中）

２）特集号「ジュラ系＋」の10年（世話人：

松岡　篤，近藤康生，小松俊文，石田直人，

中田健太郎）９/26受付，査読開始

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況ほか報告　2012年より掲載ページ

署名人　執行理事　斎藤　眞

2013年度
第６回執行理事会議事録

期　日：2013年11月９日（土）13:00～17:00

場　所：地質学会事務所　

出席者：石渡会長　渡部副会長　齋藤常務理

事　井龍　高木　内藤　西（早退） 平

田　星　保柳　松田　山路　山本　（事

務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：

ウォリス副会長　伊藤　坂口　中澤　山

口

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

13名，委任状５名，合計18名の出席．

＊前回議事録の確認　

蠢 審議事項

１．鹿児島大会の運営委託会社の選定につい

て

鹿児島の実行委員会の意向は，アカデ

ミックブレインズへの委託を希望．

アカデミックブレインズへ委託する方向

で進めることを承認．

２．2015年信州大会について（保柳）

会場の問題：松本キャンパスの共通教育

棟の改修が，2014，2015年度で行われる．

対策として下記の３案が考えられるが，

どれも一長一短がある．

１）共通教育棟の改修終了部分を借りて開

催．

２）人文・経済，理学部，医学部棟を使っ

て開催．

３）長野市の工学部での開催．

松本コンベンションセンターにも問い合

わせてみる．

どうしても無理な場合は，返上の可能性

も考えられるので，中部支部で今一度検討

する．

３．市民対象の学会行事開催時に警報が発表

された場合の対応について（星）

仙台大会では会期中に台風が襲来した

が，警報発表時の学会の対応が決まってい

なかったために情報連絡等で混乱が起こっ

た．市民の安全と学会の社会的信用に関わ

ることであるため，警報や特別警報が発表

されたときの学会の対応を事前に決めてお

く必要がある．

緊急の連絡方法としては学会ホームペー

ジを利用し，事前にそのことを周知すると

いう方向で行事委員会に検討して頂く．

４．『地質学雑誌投稿編集出版規則，B-１-f』

改正の件（口絵の定義変更）（山路）

口絵では，説明内容の新規性は必須では

なく，写真や絵が目新しく魅力的である事

が必須であるという提案．執行理事会とし
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11．選挙管理委員会から，代議員選挙の報告

全国区，地方支部区とも立候補者数は定

数を超えず，全員を無投票当選とすること

となったことが報告された．会長・副会長

への立候補意思表明者の意向調査のみ行う．

全国区84名，地方支部区87名，合計

171名

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．第55回藤原賞（藤原科学財団）の推薦依

頼（１/31〆切，学会〆切12/25）←HP,

geo-flash Newsに掲載

２．平成26年度東京大学大気海洋研究所およ

び国際沿岸海洋研究センターの共同利用に

ついて（11/29〆切）←HP，geo-flash

Newsに掲載

３．東京大学大気海洋研究所学際連携研究の

公募（12/４〆切）←HP，geo-flash News

に掲載

４．IGCP608「白亜紀のアジア－西太平洋地

域の生態系システムと環境変動」第２回国

際シンポジウム（代表安藤寿男，2014/09/

６-８）の共催を承諾

＜会員＞

１．今月の入会者（１名）

正会員（１名）：平田岳史

２．今月の退会者　なし

３．今月の逝去者　なし

４．2013年10月末日会員数

賛助：27 名誉：67 正会員：3903（正会

員：3689，正（院割）会員：196，正（学

部割）会員：18 合計3997（昨年比－86）

＜会計＞

・25年度科研費確定通知あり．

・仙台大会の収支概算　収支差額プラス約30

万円ほどの見込み．

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュ2013年後期号刊行．

・「地質学者に答えてもらおう」の報告．

いくつか回答要請があるので早急に片付

けたい，その他，学会への直接質問は，質

問者に近い各地の博物館等に回すようにし

ている．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

・行事関係報告：来年の地質情報展，鹿児島

大会について

・仙台大会参加者：983（名簿登録者）

市民行事参加者：情報展　2,118名，市民

講演会　150名? シンポジウム　350名

・今年の反省点より，今後巡検のコース案内

には難易度等を示す文言が必要．

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

・第２回G-EVER国際シンポジウム・第１回

IUGS・日本学術会議国際ワークショップ

が無事終了した．

・第68回大韓地質学会年会に石渡会長が招待

され，ウォリス副会長とともに参加された．

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（11月８日現在）

・2013年度投稿論文　総数69編［論説33（和

ては，山路編集委員長の提案を認め，理事

会の議事にあげることとした．

５．12月理事会の議案について

・鉱物資源部会の設立について

・中期ビジョンの案件を盛り込む．

・来年度の事業計画（案）について．

・名誉会員推薦委員会，理事会推薦委員の選

出について．

・総会の日程の決定．

・125周年記念行事についての検討．

・口絵の規定変更の件．

６．その他

・各賞推薦（11月末〆切）に関して，各部会

に推薦を働きかける．

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．地球全史スーパー年表の刊行について，

理事会メール審議の結果，全会一致で承認

された．

２．2014年地球惑星科学連合大会の環境・災

害対応委員会によるセッション「連合は環

境・災害にどう向き合っていくのか？－東

日本大震災の教訓」での地質学会の取り組

みについての発表要請が小荒井委員を通じ

てあり，発表者として高木理事（本人承諾）

を推薦した．

３．2015年GSA米国地質学会の海外大会と

地質学会の共催にたいし，地惑連合も共催

又は同時開催することに賛同が得られた．

また，このことはGSA米国地質学会の会

長も賛同されたとの報告がYildirim Dilek

氏より石渡会長にあった．同大会のタイトル

として石渡会長は「Strong on Subduction

Zone」を提案した．（石渡会長）．地質学

会は，巡検の部分を担当する（５月の下旬）．

４．地球惑星科学連合，第９回学協会長会議

（10/18）に会長出席の報告．（石渡会長）

５．第２回G-EVER国際シンポジウム・第１

回IUGS・日本学術会議国際ワークショップ

（10/19-20）報告（石渡会長）．学会のホー

ムページにも掲載．

６．第68回大韓地質学会年会への招待参加報

告（石渡会長）．

７．東電福島第一原発における汚染水処理対

策，特に，地下水流入抑制の敷地管理（遮

水壁，フェーシング等）について，日本陸

水学会が問題有りと別提案：「地下水流入

抑制にかかわる導水路の設置」．経産省の

ホームページに福島第一原子力発電所にお

ける汚染水対策に関する掲載欄がある．本

件については，geo-flash等で流す．

８．総合資源エネルギー調査会電力・ガス事

業分科会原子力小委員会地層処分技術WG

報告(渡部副会長)．

９．2014年度総会会場の確保：５月24日（土）

北とぴあ第2研修室９時～17時．

10．朝日新聞出版から分冊百科「地球46億年

の旅」が広島でテスト創刊を開始，現在３

号まで刊行済み．１月23日に本創刊するこ

とが決定したとの報告を編集部から受けた．

文32 英文１）・総説７（和文７）・報告

５（和文５）・ノート２（和文２）・討論

２・口絵８（和文７，英文１）・巡検案内

書12］

査読中24編，受理済み３編

・118巻11月号：論説２，ノート１，報告１，

討論２（計約42頁　校正中）

・118巻11月号より，コンプライアンスに関

する文章を記載論文末尾に掲載．また学会

HPにも同文章を掲載した．

・現在，受理済み原稿が減少している．geo-

flash等でその状況をアナウンスし，原稿

の掘り起こしを行う．

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況ほか報告

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・富士・青木ヶ原たんけんリーフレットの２

回目の校閲終了，著者返却中．

・長瀞たんけんリーフレットの企画提案（高

木）については，企画出版委員会に回す．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保

柳）

・秋季研修会の受講者は定員通り６名となっ

た．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

・４年目の日本ジオパーク再認定審査が現在

行われており，12月16日の日本ジオパーク

委員会で決定される．

対象ジオパーク：山陰海岸，恐竜渓谷ふく

い勝山，天草御所浦

あわせて，伊豆半島ジオパークのエリア拡

大申請（北西部の静岡県長泉町と清水町に

またがる範囲）についての是非も検討され

る予定．

（11）支部長連絡会議（渡部）

各県の石に関する企画．特に進展なし．

（12）地質災害委員会（斎藤）

・伊豆大島における台風26号による土砂災害

について．

産総研と国土理知院の共同調査．あまり

報道されていないが砂防ダムはかなり有効

だった．

（13）地質技術者教育委員会（山本）

・土質・地質技術者生涯学習協議会により，

継続教育CPDの利用環境の改善について

の利用者アンケートが実施されている．

geo-flashにて会員にも周知．

（14）125周年記念事業準備委員会

・10/19（土）に委員会を開催：矢島委員長

より報告あり

事業実施年である2018年度までのスケ

ジュールが示された．12月の理事会で報告

検討．

以上

2013年12月７日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞
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写真・文　萬年一剛（神奈川県温泉地学研究所）

アメリカ合衆国テキサス州のフォートワースから北西へ約40 kmのところにダイナソーバレー州立
公園がある．20世紀初頭からこの一帯では，なにかの足跡が石についていることが知られ，掘り出
されたものは庭石などとして売られていたほか，捏造品まで出回っていた．1938年，ニューヨーク
市のAmerican Museum of Natural Historyの化石採集者Roland T. Birdがこの地を訪れ，足跡が恐竜
のものであることを明らかにした．古生物学者が注目するようになったのは，彼が多数の足跡化石
を持ち帰ってからである．
その後，この場所はテキサス州に買い取られ，1972年から州立公園として一般に公開されている．

また，1969年には国立公園局からNatural Landmarkに指定されている．
ここの恐竜の足跡は石灰質の泥岩についている．これまで行われた地質研究で，これは静かな干

潟に堆積したものと考えられている．恐竜の足跡がついたあと，河川あるいはストームの影響でも
たらされたと考えられる，やや粘土質の泥で覆われた．固結後，覆った方の地層は柔らかかったために削られ，恐竜の足跡が露出す
るようになった．ここで見られる恐竜の足跡は数種類あるが，表紙写真で河床に透けてみられるのは肉食のアクロカントサウルス
（Acrocanthosaurs）のものと推定されている．

ダイナソーパーク州立公園には小さいビジターセンター
があり，上はその展示解説による．州立公園のご多分に漏
れず，キャンプサイトがあるので帰る時間を気にせずに，
堪能することも可能である．足跡化石を見るおすすめの
シーズンは，川の水位が低い夏の終わりと言うことである．
私が訪れた時は連日100°F（約38℃）越えだったことに加
え，夕方は激しい雷雨に襲われることが多く，なかなか
ハードであった（2010年８月10日撮影）．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2013後期号）発行！

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究者）については，本人の申請

によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2014年度）の会費についての申

請を受付中です．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送に限る）．最

終締切りは，2014年 3 月31日（月）です．この期日までに申請書をご提出下さい．なお，これま

で（～2013年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了していますので，

2014年度分の申請のみ適用となります．

最終〆切

2014年 3 月31日（月）

表紙紹介 恐竜と水あそび～ダイナソーバレー州立公園～

写真（←） 公園の入口近くにある恐竜のハリボテ．なる
べく自然景観を壊さないように作られているアメリカの州
立公園には珍しい，微妙なセンスの展示であるが，子供は
大喜びである．
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日本地質学会第120年学術大会（仙台大会）
プログラム

2013年9月14日（土）～16日（月・祝）

地質学雑誌　第119巻　第12号（通巻1419号）付録　平成25年12月15日発行（毎月1回15日発行）
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